
1

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
中
西
文
庫
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て

赤
　
迫

　
照

　
子

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
浜
松
中
納
言
物
語
、
伝
本
系
統
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
中
西
文
庫
、
足
代
弘
魚
、
本
居
宣
長
、
伊
勢
神
宮

は
じ
め
に

　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
写
本
と
い
え

ば
、
萩
原
宗
固
の
考
証
の
書
入
と
屋
代
弘
賢
に
よ
る
校
合
・
書
入
の
あ
る
不
忍

文
庫
旧
蔵
本
が
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
稿
で
報
告
す
る
の
は
未
紹
介

の
中
西
文
庫
本
（
以
下
、「
中
西
文
庫
本
」）
で
あ
る
。

　
中
西
文
庫
本
に
つ
い
て
は
既
に
平
成
20
〜
22
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「『
と
り
か
へ
ば
や
』
伝
本
の
流
布
状
況
を
視
点
と
し
た
江
戸
時
代

に
お
け
る
物
語
享
受
の
研
究
」
報
告
書
（
平
23
・
３

　
研
究
代
表
者
西
本
寮
子

　

研
究
協
力
者
赤
迫
照
子

　
連
携
研
究
者
小
川
陽
子

　
研
究
課
題
番
号20520170

）
で
と

り
あ
げ
た
が
、
他
の
写
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
が
中
心
で
あ
り
、
中
西

文
庫
本
自
体
の
具
体
的
な
書
誌
情
報
は
省
略
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
書
誌
事

項
・
伝
本
系
統
を
判
別
す
る
根
拠
と
な
っ
た
脱
落
箇
所
・
上
欄
注
記
を
掲
出

し
、
そ
れ
ら
か
ら
う
か
が
え
る
中
西
文
庫
本
の
特
徴
を
述
べ
る
。
ま
た
、
報
告

書
を
改
稿
し
後
の
調
査
で
得
た
情
報
も
加
え
た
上
で
、
中
西
文
庫
本
が
属
す
る

伝
本
系
統
の
流
布
状
況
と
中
西
文
庫
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

一
　
書
誌

　
四
巻
四
冊
。
帙
な
し
。
黄
赤
色
工
字
繋
型
押
表
紙
。
題
簽
及
び
外
題
な
し
。

各
冊
表
紙
右
下
に
蔵
書
シ
ー
ル
「
中
西
文
庫
／
125
」
を
貼
付
。
袋
綴
。
縦
27
・

８
㎝
×
横
19
・
４
㎝
。
料
紙
は
楮
紙
。
各
冊
の
見
返
に
赤
イ
ン
キ
の
印
「
大
阪

府
立
中
之
島
図
書
館
／
平
成-

５
・
12
・
22
／
７
５
７
５
４
２
（
巻
二
は

７
５
７
５
４
３
、
巻
三
は
７
５
７
５
４
４
、
巻
四
は
７
５
７
５
４
５

　
資
料
番
号
の
み

黒
イ
ン
キ
）」
あ
り
。
内
題
「
濱
松
中
納
言
殿
物
語
巻
之
一
（
〜
巻
之
四
）」。
各

冊
に
前
遊
紙
一
丁
後
遊
紙
一
丁
。
墨
付
丁
数
は
巻
一
…
62
丁
、
巻
二
…
45
丁
、

巻
三
…
58
丁
、巻
四
…
61
・
５
丁
。
本
文
毎
半
葉
11
行
、和
歌
改
行
２
字
下
げ
。

書
入
は
上
欄
の
注
記
（
墨
書
）
と
、
校
合
や
補
入
に
よ
る
傍
書
（
墨
書
・
朱
書
）

が
存
す
る
。
奥
書
な
し
。
江
戸
時
代
後
期
写
。
虫
損
は
な
く
状
態
は
良
好
。

一
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大阪府立中之島図書館蔵中西文庫本『浜松中納言物語』について（赤迫） 2

　
中
西
文
庫
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス（
１
）」

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　��
内
容
…
河
内
郡
喜
里
川
村
の
庄
屋
、
中
西
家
関
係
資
料
。
各
代
と
も
文
人

で
、と
り
わ
け
幕
末
期
の
中
西
重
孝
（1778-1825

）、多
豆
伎
（1809-1864

）

父
子
は
歌
人
と
し
て
名
高
く
、
村
田
春
門
、
伴
林
光
平
、
萩
原
広
道
ら
と

の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
書
簡
や
短
冊
、書
画
な
ど
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
来
歴
…
平
成
５
年
12
月
、
中
西
宗
吾
氏
よ
り
寄
贈
。

中
西
文
庫
に
は
冊
子
目
録『
中
西
文
庫
目
録

　
付
翻
刻「
中
西
家
来
簡
抄
」』『
中

西
文
庫
目
録

　
追
加
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編

　
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

シ
リ
ー
ズ
40
・
41
号

　
平
６
・
７
）
と
平
野
翠
氏
「
中
西
文
庫
追
加
（
二
）」（『
大

阪
府
立
図
書
館
紀
要
』
第
33
号

　
平
９
・
３
）
が
あ
り
、
該
本
は
『
中
西
文
庫
目
録

　
付
翻
刻
「
中
西
家
来
簡
抄
」』「
古
物
語
」
の
項
に
記
載
が
あ
る
。

　
浜
松
中
納
言
物
語

　
四
巻
四
冊

　
　
　
伝
菅
原
孝
標
女

　
写

　
　
＊
足
代
弘
魚
書
入
レ
ア
リ

中
西
家
の
書
簡
を
翻
刻
し
た
「
中
西
家
来
簡
抄
」
か
ら
は
、
重
孝
・
多
豆
伎
と

文
人
・
歌
人
・
和
学
者
達
の
活
発
な
交
流
が
う
か
が
え
る
。
本
の
情
報
交
換
も

頻
繁
で
、例
え
ば
加
納
諸
平
か
ら
多
豆
伎
宛
の
書
簡
（
年
次
不
明
、嘉
永
五
年
か
。

六
月
十
四
日
）
に
は
、

　
　�

う
つ
ぼ
と
栄
花
と
此
書
（
稿
者
注
…
『
枕
草
子
』
の
こ
と
）
三
書
校
正
、
且

諸
考
を
あ
つ
め
候
事
も
御
座
候
、
う
つ
ぼ
善
本
な
し
と
は
先
年
美
隆
主
よ

り
申
し
来
り
候
事
あ
り
、
此
ほ
ど
尾
張
と
越
後
と
二
所
よ
り
一
本
を
か
り

て
校
し
候
、

と
あ
る（
２
）。

中
西
文
庫
蔵
の
「
古
物
語
」
は
写
本
６
点
・
刊
本
12
点
の
計
18
点
で
、

重
孝
・
多
豆
伎
は
当
時
の
嗜
み
と
し
て
そ
れ
な
り
に
物
語
を
学
ん
だ
ら
し
い（
３
）。

お
そ
ら
く
、
文
人
や
和
学
者
と
活
発
に
交
流
す
る
中
で
該
本
を
入
手
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

二
　
伝
本
系
統
（
１
）
共
通
脱
行
箇
所

　『
浜
松
中
納
言
物
語
』
写
本
は
現
在
、
四
十
点
以
上
確
認
さ
れ
て
い
る
。
伝

本
系
統
は
ま
ず
松
尾
聰
氏
に
よ
っ
て
Ａ
〜
Ｆ
の
六
種
に
分
類
さ（
４
）れ

、
小
松
茂
美

氏
『
校
本
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
踏
襲
さ（
５
）れ

た
。
そ
の
後
、池
田
利
夫
氏
に
よ
っ

て
巻
四
ま
で
の
現
存
諸
本
（
尾
上
兼
英
氏
所
蔵
本
・
広
島
市
立
図
書
館
所
蔵
浅
野
家

旧
蔵
本
は
巻
五
を
除
く
）
は
全
て
室
町
末
期
書
写
の
祖
本
か
ら
派
生
し
た
一
系
統

で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
共
通
脱
行
箇
所
を
基
準
に
し
て
Ａ
〜
Ｆ
類
は
体
系

化
さ
れ
て
甲
類
本
（
＝
Ａ
類
、
脱
行
10
箇
所
）
と
乙
類
第
一
種
（
＝
Ｃ
・
Ｆ
類
、
脱

行
17
箇
所
）・
第
二
種
・
第
三
種
（
＝
Ｄ
類
、
脱
行
26
箇
所
）・
第
四
種
（
＝
Ｅ
類
、

脱
行
箇
所
38
箇
所
）
の
計
五
種
に
分
類
さ
れ
た（
６
）。

し
た
が
っ
て
、
新
出
本
を
調

査
す
る
際
、
池
田
氏
に
よ
る
各
類
の
共
通
脱
行
箇
所
一
覧
と
照
合
す
る
こ
と
で

伝
本
系
統
が
判
別
可
能
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
須
田
哲
夫
氏
は
こ
の
方
法
を
用

い
て
未
紹
介
本
調
査
報
告
を
さ
れ
て
い
る（
７
）。

　
そ
こ
で
中
西
文
庫
本
の
共
通
脱
行
箇
所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
26
箇
所
の
共

通
脱
行
箇
所
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
Ｄ
類
で
乙
類
第
三
種
本（
以
下
、「
Ｄ

類
／
乙
類
第
三
種
本
」
と
分
類
を
併
記
す
る
）
の
脱
行
箇
所
に
該
当
す
る
。

　
以
下
、
池
田
氏
・
須
田
氏
の
形
式
を
踏
襲
し
て
脱
行
26
箇
所
を
掲
出
す
る
。

二
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最
初
に
共
通
脱
行
箇
所
の
通
し
番
号
と
宮
下
清
計
氏
校
注
『
新
註
国
文
学
叢
書
』

（
昭
26
・
講
談
社
）
本
文
を
示
し
、
脱
行
部
分
に
は
傍
線
を
付
す
。
続
い
て
そ
の

頁
数
・
行
数
を
記
す
。
次
の
（

　
）
内
に
は
脱
行
さ
せ
た
伝
本
の
略
号
を
Ａ
〜

Ｆ
類
の
分
類
名
と
と
も
に
掲
げ
る
。
略
号
は
小
松
氏『
校
本
浜
松
中
納
言
物
語
』

の
も
の
を
使
用
し
、
底
本
の
Ｃ
類
／
乙
類
第
一
種
の
不
二
文
庫
本
は
「
不
」
と

す
る
。
○
以
下
に
は
中
西
文
庫
本
の
本
文
を
示
し
、（

　
）
内
に
丁
数
・
行
数

を
記
す
。

　
な
お
、
中
西
文
庫
本
に
は
他
に
も
多
く
の
脱
落
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
、
独
自

異
文
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
文
字
の
類
似
や
目
移
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
写

で
あ
る
。

巻
一
…
８
箇
所

1�

知
ら
ま
ほ
し
き
に
、
后
、
御
簾
を
お
ろ
し
て
入
り
給
ひ
ぬ
。
飽
か
ず
な
か
な

か
に
、
半
な
る
月
を

　
一
〇
二
・
12
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾
荊
不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
し
ら
す

（
マ
マ
）ほ

し
き
に
な
か
は
な
る
月
を
（
八
オ
２
）

�

5�

眺
め
け
む
人
の
や
う
に
、
こ
の
戸
閉
ぢ
ら
れ
て
、
心
細
く
、
あ
る
か
ひ
な
き

様
に
侍
れ
ど
、　
一
〇
九
・
８
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、��

Ｄ
居
乃
無

春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
な
か
め
け
ん
人
の
や
う
に
侍
と
（
一
四
ウ
５
）

�

12�

か
へ
り
き
た
る
に
、
世
に
馴
れ
ぬ
人
に
は
あ
ら
ざ
ん
め
り
。
誠
に
つ
つ
む��

べ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
。

　
一
二
五
・
１
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、

Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
返
しイ

り

き
た
る
に
つ
ゝ
む
へ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
（
二
八
オ
３
）

14�

な
り
ま
さ
る
に
つ
け
て
も
、
こ
の
后
の
、
見
し
人
に
も
い
と
よ
う
覚
え
し
も

見
奉
ら
ほ
し
う
て
、　
一
二
八
・
11
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
成
ま
さ
る
に
つ
け
て
も
み
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
う
て
（
三
一
ウ
７
）

18�

あ
り
け
る
事
の
や
う
に
て
、
隠
し
養
ふ
に
、
日
に
日
に
物
を
引
き
延
ぶ
る
や

う
に
て
、
ゆ
ゆ
し
き
ま
で
、　
一
三
八
・
４
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、

Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
あ
り
け
る
事
の
や
う
に
て
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
（
三
九
ウ
１
）

22�

実
に
あ
る
わ
ざ
に
こ
そ
と
思
し
つ
づ
く
。
明
後
日
ば
か
り
帰
り
給
は
む
と
て

の
夜
、
月
隈
も
な
く
、　
一
五
五
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
け
に
あ
る
わ
さ
に
こ
そ
と
月
く
ま
も
な
く
（
五
五
ウ
７
）

24�

こ
の
つ
い
で
に
、
忍
び
が
た
き
心
の
う
ち
を
う
ち
出
で
ぬ
べ
き
に
も
さ
す
が

に
あ
ら
ず
、　
一
五
八
・
３
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、

Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
こ
の
つ
ゐ
て
に
も
さ
す
か
に
あ
ら
す
（
五
八
オ
11
）

25�

む
げ
に
屈
じ
に
け
る
心
な
り
か
し
や
。
歎
き
あ
か
さ
む
も
か
ひ
な
け
れ
ば
、

泣
く
泣
く
、　
一
六
一
・
１
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
む
け
に
く
ん
し
に
け
り
な
く
〳
〵
（
六
一
オ
５
）

三
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最
初
に
共
通
脱
行
箇
所
の
通
し
番
号
と
宮
下
清
計
氏
校
注
『
新
註
国
文
学
叢
書
』

（
昭
26
・
講
談
社
）
本
文
を
示
し
、
脱
行
部
分
に
は
傍
線
を
付
す
。
続
い
て
そ
の

頁
数
・
行
数
を
記
す
。
次
の
（

　
）
内
に
は
脱
行
さ
せ
た
伝
本
の
略
号
を
Ａ
〜

Ｆ
類
の
分
類
名
と
と
も
に
掲
げ
る
。
略
号
は
小
松
氏『
校
本
浜
松
中
納
言
物
語
』

の
も
の
を
使
用
し
、
底
本
の
Ｃ
類
／
乙
類
第
一
種
の
不
二
文
庫
本
は
「
不
」
と

す
る
。
○
以
下
に
は
中
西
文
庫
本
の
本
文
を
示
し
、（

　
）
内
に
丁
数
・
行
数

を
記
す
。

　
な
お
、
中
西
文
庫
本
に
は
他
に
も
多
く
の
脱
落
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
、
独
自

異
文
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
文
字
の
類
似
や
目
移
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
写

で
あ
る
。

巻
一
…
８
箇
所

1�

知
ら
ま
ほ
し
き
に
、
后
、
御
簾
を
お
ろ
し
て
入
り
給
ひ
ぬ
。
飽
か
ず
な
か
な

か
に
、
半
な
る
月
を

　
一
〇
二
・
12
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾
荊
不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
し
ら
す

（
マ
マ
）ほ

し
き
に
な
か
は
な
る
月
を
（
八
オ
２
）

�

5�

眺
め
け
む
人
の
や
う
に
、
こ
の
戸
閉
ぢ
ら
れ
て
、
心
細
く
、
あ
る
か
ひ
な
き

様
に
侍
れ
ど
、　
一
〇
九
・
８
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、��

Ｄ
居
乃
無

春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
な
か
め
け
ん
人
の
や
う
に
侍
と
（
一
四
ウ
５
）

�

12�

か
へ
り
き
た
る
に
、
世
に
馴
れ
ぬ
人
に
は
あ
ら
ざ
ん
め
り
。
誠
に
つ
つ
む��

べ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
。

　
一
二
五
・
１
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、

Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
返
しイ

り

き
た
る
に
つ
ゝ
む
へ
き
に
こ
そ
は
あ
ら
め
（
二
八
オ
３
）

14�

な
り
ま
さ
る
に
つ
け
て
も
、
こ
の
后
の
、
見
し
人
に
も
い
と
よ
う
覚
え
し
も

見
奉
ら
ほ
し
う
て
、　
一
二
八
・
11
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
成
ま
さ
る
に
つ
け
て
も
み
た
て
ま
つ
ら
ま
ほ
し
う
て
（
三
一
ウ
７
）

18�

あ
り
け
る
事
の
や
う
に
て
、
隠
し
養
ふ
に
、
日
に
日
に
物
を
引
き
延
ぶ
る
や

う
に
て
、
ゆ
ゆ
し
き
ま
で
、　
一
三
八
・
４
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、

Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
あ
り
け
る
事
の
や
う
に
て
ゆ
ゝ
し
き
ま
て
（
三
九
ウ
１
）

22�

実
に
あ
る
わ
ざ
に
こ
そ
と
思
し
つ
づ
く
。
明
後
日
ば
か
り
帰
り
給
は
む
と
て

の
夜
、
月
隈
も
な
く
、　
一
五
五
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ

居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
け
に
あ
る
わ
さ
に
こ
そ
と
月
く
ま
も
な
く
（
五
五
ウ
７
）

24�

こ
の
つ
い
で
に
、
忍
び
が
た
き
心
の
う
ち
を
う
ち
出
で
ぬ
べ
き
に
も
さ
す
が

に
あ
ら
ず
、　
一
五
八
・
３
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、

Ｅ
浜
神
教
花
千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
こ
の
つ
ゐ
て
に
も
さ
す
か
に
あ
ら
す
（
五
八
オ
11
）

25�
む
げ
に
屈
じ
に
け
る
心
な
り
か
し
や
。
歎
き
あ
か
さ
む
も
か
ひ
な
け
れ
ば
、

泣
く
泣
く
、　
一
六
一
・
１
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
む
け
に
く
ん
し
に
け
り
な
く
〳
〵
（
六
一
オ
５
）

三
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巻
二
…
５
箇
所

30
つ
か
さ
ど
も
、
挙
り
て
待
ち
喜
び
聞
え
さ
せ
た
る
様
ど
も
限
り
な
し
。

　�
一
七
〇
・
２
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
教
花

千
刈
、
Ｆ
育
由
百
狩
）

○
つ
か
さ
と
も
か
き
り
な
く
（
七
オ
９
）

31�

引
き
違
へ
、
さ
ば
か
り
限
り
な
き
も
の
に
思
し
か
し
づ
か
れ
、
め
で
た
か
り

し
人
の

　
一
七
二
・
２
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
ひ
き
た
か
へ
さ
は
か
り
め
て
た
か
り
し
人
の
（
九
オ
３
）

36�

思
ひ
給
へ
ら
れ
侍
り
つ
る
を
、
人
の
御
さ
ま
の
な
べ
て
な
ら
ぬ
心
地
し
侍
り

つ
る
に

　
一
七
九
・
２
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
お
も
ひ
給
へ
ら
れ
侍
り
つ
る
に
（
一
五
ウ
６
）

39�

中
将
の
乳
母
は
、
若
君
具
し
奉
り
て
、
他
船
に
て
の
ぼ
る
。
心
知
ら
ぬ
人
は

　
一
八
八
・
13
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
中
将
の
め
の
と
は
し
ら
ぬ
人
は
（
二
四
オ
６
）

42�

あ
は
れ
に
い
み
じ
と
見
奉
り
給
て
、
う
ち
泣
き
給
ひ
ぬ
る
、
い
と
さ
ま
よ
く

　
一
九
一
・
8
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
あ
は
れ
に
さ
ま
よ
く
（
二
六
オ
３
）

巻
三
…
10
箇
所

66�

お
は
す
ら
む
有
様
を
、
え
聞
き
知
ら
ぬ
悲
し
き
を
歎
き
給
ひ
て
、
い
か
で
か

お
は
す
ら
む
有
様
を
聞
か
む
と
、　
二
三
一
・
14
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
お
は
す
ら
ん
あ
り
さ
ま
を
き
か
ん
と
（
一
九
ウ
４
）

70�

お
な
じ
色
の
織
物
ど
も
、
撫
子
の
織
物
の
袿
重
ね
て
、　
二
三
五
・
７
（
Ｄ
居
乃

無
春
）

○
お
な
し
色
の
お
り
も
の
ゝ
う
ち
き
か
さ
ね
て
（
二
二
オ
５
）

71�

心
も
な
し
。
と
て
も
か
く
て
も
言
ふ
方
な
く
、
思
ふ
方
な
く
思
ひ
隔
て
、
遙

か
に

　
二
三
七
・
４
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
神
花

千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
心
も
な
し
は
る
か
に
（
二
四
オ
３
）

72�

情
け
な
う
こ
そ
お
は
し
け
れ
ど
、
心
劣
り
し
て
、
妬
う
悔
し
う
覚
え
け
れ
ば
、

母
北
の
方
、　
二
三
八
・
３
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、

Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
な
さ
け
な
く
こ
そ
お
は
し
け
れ
と
は
ゝ
き
た
の
か
た
（
二
四
ウ
10
）

78�

か
き
ま
ぜ
の
き
は
だ
に
、
か
や
う
の
艶
あ
る
暁
の
別
れ
を
忍
ば
せ
ん
と
、
用

意
せ
む
ほ
ど
は
、　
二
四
三
・
８
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、Ｃ
松
浅
尾

不
、Ｄ
居
乃
無
春
、

Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
き
ま
せ
の
き
は
た
に
い
せ
ん
ほ
と
は
（
二
九
ウ
９
）��

94�

行
き
あ
ひ
奉
り
て
、
后
の
思
す
ら
ん
御
心
の
う
ち
を
、
見
ま
ほ
し
く
思
ひ
わ

び
つ
つ
、　
二
五
九
・
２
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
尾

不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ

浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
ゆ
き
あ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
わ
ひ
つ
ゝ
（
四
三
オ
８
）

103�
あ
た
ら
し
う
め
で
た
き
御
女
を
、
い
た
づ
ら
に
な
し
て
、
我
を
心
や
ま
し
う

つ
ら
し
と
思
し
け
む
親
の
御
心
の
う
ち
を
思
ひ
続
く
る
に
、　
二
六
六
・
２
（
Ｄ

居
）

四
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○
お
や
の
御
心
の
う
ち
を
思
つ
ゝ
く
る
に
（
五
〇
オ
６
）

106�

遁
れ
や
ら
ん
こ
と
も
、
さ
の
み
さ
か
し
き
や
う
に
、
人
々
の
思
さ
ん
こ
と��

も
つ
つ
ま
し
う
、　
二
六
七
・
３
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
尾

不
、
Ｄ
居��

乃

無
春
、
Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
の
か
れ
や
ら
ん
事
も
つ
ゝ
ま
し
う
（
五
一
オ
７
）

108�

住
み
離
れ
な
ま
し
に
は
、
劣
る
こ
と
か
な
と
思
せ
ど
、
い
か
が
は
宣
は
む
、

な
ど
て
か
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
に
て
、　
二
六
七
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅

尾
荊
不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
す
み
は
な
れ
な
に
は
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
に
て
（
五
一
オ
10
）

109�

今
宵
し
も
こ
こ
に
て
、
い
つ
よ
り
も
け
に
涙
を
流
し
心
砕
く
も
、　

二
七
〇
・
４
（
Ｄ
無
）

○
こ
よ
ひ
し
も
こ
ゝ
ろ
く
た
く
も
（
五
四
オ
２
）

巻
四
…
３
箇
所

117�

何
ば
か
り
の
事
か
あ
ら
む
と
、
思
ふ
や
う
に
な
づ
ら
ひ
よ
る
事
あ
ら
じ
と
思

ひ
あ
な
づ
り
し
を
、　
二
八
八
・
10
（
Ｂ
閣
滋
、
Ｃ
松
尾
不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ

浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
）

○
な
に
は
か
り
の
事
は
あ
ら
し
と
お
も
ひ
あ
な
つ
り
し
を
（
一
二
ウ
９
）

126�

も
と
よ
り
の
人
と
て
も
、
思
ひ
や
り
あ
り
て
、
実
に
懐
し
う
言
ひ
あ
は
す
べ

き
人
も
な
し
。

　
三
〇
六
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ
居
乃
春
、

Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
も
と
よ
り
の
人
と
て
も
なみ

し
カし�（

二
十
九
ウ
１
）

129�

春
頃
よ
り
思
し
い
そ
ぎ
、
つ
ら
く
す
べ
き
や
う
な
ど
、
委
し
く
言
ひ
置
き
給

ふ
を
、　
三
〇
八
・
10
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
春
こ
ろ
よ
り
と
お
ほ
し
い
ひ
を
き
給
を
（
三
十
一
オ
10
）

三
　
伝
本
系
統
（
２
）
内
題

　
脱
行
箇
所
の
他
に
、
伝
本
系
統
を
判
別
す
る
手
が
か
り
に
な
る
の
が
内
題
で

あ
る
。
松
尾
聰
氏
は
「
濱
松
中
納
言
物
語
題
名
考
」
に

（
８
）

お
い
て
、

　
　�

傳
本
に
「
濱
松
中
納
言
」
の
題
名
を
も
つ
も
の
の
外
に
「
濱
松
中
納
言
物

語
」
又
は
「
濱
松
中
納
言
殿
物
語
」
の
題
名
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
前
者

の
方
は
善
本
系
統
で
あ
る
の
に
、
後
二
者
は
概
し
て
悪
本
系
統
で
あ
る
と

い
ふ
の
は
、
前
者
の
方
が
古
形
を
保
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で

あ
ろ
う
。

と
さ
れ
、
本
来
は
「
御
津
の
浜
松
」
で
あ
っ
た
が
、
後
に
「
浜
松
」
と
省
略
さ

れ
た
た
め
に
「
浜
松
の
物
語
」「
浜
松
物
語
」
と
い
う
題
名
が
生
じ
、一
方
で
『
風

葉
和
歌
集
』
に
て
中
納
言
が
「
浜
松
の
中
納
言
」
と
記
載
さ
れ
た
の
が
原
因
で

「
浜
松
中
納
言
」
と
い
う
題
名
が
生
ま
れ
、
や
が
て
「
浜
松
中
納
言
物
語
」「
浜

松
中
納
言
殿
物
語
」
が
発
生
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
題
名
の
変
化
と
同
時
に
本
文

も
善
本
系
統
か
ら
悪
本
系
統
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
題

名
に
つ
い
て
は
宮
下
清
計（
９
）氏

も
首
肯
さ
れ
て
い
る
。

　「
善
本
系
統
」「
悪
本
系
統
」
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
内
題
を
見
て
分
類
に

大
ま
か
な
見
当
を
つ
け
ら
れ
る
の
は
確
か
で
、
分
類
に
よ
っ
て
内
題
に
特
徴
が

見
ら
れ
る
。
須
田
哲
夫
氏
）
（（
（

は
松
尾
氏
の
論
に
基
づ
き
、五
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○
お
や
の
御
心
の
う
ち
を
思
つ
ゝ
く
る
に
（
五
〇
オ
６
）

106�
遁
れ
や
ら
ん
こ
と
も
、
さ
の
み
さ
か
し
き
や
う
に
、
人
々
の
思
さ
ん
こ
と��

も
つ
つ
ま
し
う
、　
二
六
七
・
３
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
尾

不
、
Ｄ
居��

乃

無
春
、
Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
の
か
れ
や
ら
ん
事
も
つ
ゝ
ま
し
う
（
五
一
オ
７
）

108�

住
み
離
れ
な
ま
し
に
は
、
劣
る
こ
と
か
な
と
思
せ
ど
、
い
か
が
は
宣
は
む
、

な
ど
て
か
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
に
て
、　
二
六
七
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅

尾
荊
不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
す
み
は
な
れ
な
に
は
よ
の
つ
ね
な
ら
ん
に
て
（
五
一
オ
10
）

109�

今
宵
し
も
こ
こ
に
て
、
い
つ
よ
り
も
け
に
涙
を
流
し
心
砕
く
も
、　

二
七
〇
・
４
（
Ｄ
無
）

○
こ
よ
ひ
し
も
こ
ゝ
ろ
く
た
く
も
（
五
四
オ
２
）

巻
四
…
３
箇
所

117�

何
ば
か
り
の
事
か
あ
ら
む
と
、
思
ふ
や
う
に
な
づ
ら
ひ
よ
る
事
あ
ら
じ
と
思

ひ
あ
な
づ
り
し
を
、　
二
八
八
・
10
（
Ｂ
閣
滋
、
Ｃ
松
尾
不
、
Ｄ
居
乃
無
春
、
Ｅ

浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
）

○
な
に
は
か
り
の
事
は
あ
ら
し
と
お
も
ひ
あ
な
つ
り
し
を
（
一
二
ウ
９
）

126�

も
と
よ
り
の
人
と
て
も
、
思
ひ
や
り
あ
り
て
、
実
に
懐
し
う
言
ひ
あ
は
す
べ

き
人
も
な
し
。

　
三
〇
六
・
６
（
Ｂ
宮
忍
理
閣
歌
、
Ｃ
松
浅
鶯
尾

不
、
Ｄ
居
乃
春
、

Ｅ
浜
神
花
千
刈
和
、
Ｆ
育
由
保
百
狩
）

○
も
と
よ
り
の
人
と
て
も
なみ

し
カし�（

二
十
九
ウ
１
）

129�

春
頃
よ
り
思
し
い
そ
ぎ
、
つ
ら
く
す
べ
き
や
う
な
ど
、
委
し
く
言
ひ
置
き
給

ふ
を
、　
三
〇
八
・
10
（
Ｄ
居
乃
無
春
）

○
春
こ
ろ
よ
り
と
お
ほ
し
い
ひ
を
き
給
を
（
三
十
一
オ
10
）

三
　
伝
本
系
統
（
２
）
内
題

　
脱
行
箇
所
の
他
に
、
伝
本
系
統
を
判
別
す
る
手
が
か
り
に
な
る
の
が
内
題
で

あ
る
。
松
尾
聰
氏
は
「
濱
松
中
納
言
物
語
題
名
考
」
に

（
８
）

お
い
て
、

　
　�

傳
本
に
「
濱
松
中
納
言
」
の
題
名
を
も
つ
も
の
の
外
に
「
濱
松
中
納
言
物

語
」
又
は
「
濱
松
中
納
言
殿
物
語
」
の
題
名
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
前
者

の
方
は
善
本
系
統
で
あ
る
の
に
、
後
二
者
は
概
し
て
悪
本
系
統
で
あ
る
と

い
ふ
の
は
、
前
者
の
方
が
古
形
を
保
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
で

あ
ろ
う
。

と
さ
れ
、
本
来
は
「
御
津
の
浜
松
」
で
あ
っ
た
が
、
後
に
「
浜
松
」
と
省
略
さ

れ
た
た
め
に
「
浜
松
の
物
語
」「
浜
松
物
語
」
と
い
う
題
名
が
生
じ
、一
方
で
『
風

葉
和
歌
集
』
に
て
中
納
言
が
「
浜
松
の
中
納
言
」
と
記
載
さ
れ
た
の
が
原
因
で

「
浜
松
中
納
言
」
と
い
う
題
名
が
生
ま
れ
、
や
が
て
「
浜
松
中
納
言
物
語
」「
浜

松
中
納
言
殿
物
語
」
が
発
生
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
題
名
の
変
化
と
同
時
に
本
文

も
善
本
系
統
か
ら
悪
本
系
統
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
題

名
に
つ
い
て
は
宮
下
清
計（
９
）氏

も
首
肯
さ
れ
て
い
る
。

　「
善
本
系
統
」「
悪
本
系
統
」
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
、
内
題
を
見
て
分
類
に

大
ま
か
な
見
当
を
つ
け
ら
れ
る
の
は
確
か
で
、
分
類
に
よ
っ
て
内
題
に
特
徴
が

見
ら
れ
る
。
須
田
哲
夫
氏
）
（（
（

は
松
尾
氏
の
論
に
基
づ
き
、五
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　�

松
尾
氏
の
論
文
や
『
校
本
』
に
て
検
し
て
み
る
に
末
流
の
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
類

の
内
題
は
「
浜
松
中
納
言
殿
物
語

4

4

4

」
で
あ
っ
た
り
、「
浜
松
中
納
言
物
語
4

4

」

と
あ
る
。・
印
を
施
し
た
よ
う
に
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
類
の
内
題
に
は
「
殿
物

語
」、「
物
語
」
と
あ
る
。
本
物
語
の
善
本
系
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
の
古
い
形

で
の
内
題
は
「
浜
松
中
納
言
」
で
あ
る
ら
し
い
。

と
し
、
ま
ず
は
内
題
に
よ
っ
て
調
査
対
象
写
本
の
系
統
に
見
当
を
つ
け
て
お
ら

れ
る
。
稿
者
も
調
査
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
中
西
文
庫
本
の
内
題
が
「
濱
松
中

納
言
殿
物
語
巻
之
一
（
〜
巻
之
四
）」
で
あ
っ
た
の
で
、
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種

本
で
あ
ろ
う
と
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。「
殿
物
語
」
は
Ｄ
類
／
乙
類

第
三
種
本
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
内
題
で
、『
校
本
』
に
よ
れ
ば
『
校
本
』

に
使
用
さ
れ
た
Ｄ
類
の
写
本
４
点
①
〜
④
の
内
、①
②
③
の
内
題
が
「
殿
物
語
」

で
あ
る
。稿
者
は
①
③
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電
子
複
写
に
て
確
認
し
た
が
、

②
④
は
電
子
複
写
を
入
手
し
て
お
ら
ず
、
実
見
も
し
て
い
な
い
。

①�

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
居
春
庭
筆
本
（
四
巻
四
冊
本
を
巻
子
本
に
改
装
・
内
題
「
濱
松

中
納
言
殿
物
語
巻
之
壹
（
〜
巻
之
四
）」）

②�

不
二
文
庫
蔵
松
乃
や
旧
蔵
本
（
四
巻
四
冊
・「
濱
松
中
納
言
殿
物
語
巻
之
壹
（
〜

巻
之
四
）」）

③�

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
井
上
頼
圀
旧
蔵
本
（
三
巻
三
冊

　
欠
巻
四
・「
濱
松
中
納
言

殿
物
語
巻
之
一
（
〜
巻
之
三
）」）

④�

松
本
市
立
図
書
館
蔵
春
廼
屋
旧
蔵
本
（
四
巻
四
冊
・「
濱
松
中
納
言
物
語
一
（
〜

四
）」）

他
に
も
『
校
本
』
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
写
本
で
、
内
題
が
「
殿
物
語
」
の
本

は
⑤
〜
⑩
の
六
点
が
確
認
で
き
る
。

⑤�

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
居
春
庭
筆
宣
長
筆
奥
書
本
（
四
巻
四
冊
・「
濱
松
中
納

言
殿
物
語
巻
之
壹
（
〜
巻
之
四
）」　
印
「
須
受
能
屋
蔵
書
印
」
あ
り
）

⑥�

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
本
居
文
庫
本
（
四
巻
二
冊
・「
濱
松
中
納

言
殿
物
語
巻
之
一
（
〜
巻
之
四
）」）

⑦�

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
（
四
巻
八
冊
・「
濱
松
中
納
言
殿
物
語
巻
之

一
（
〜
巻
之
四
）」　
印
「
紅
梅
文
庫
」「
山
口
圖
書
」
あ
り

　
巻
一
下
冊
に
墨
書
「
尚

道
寫
之
」
が
あ
る
が
見
消
に
し
て
い
る
）

⑧�

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
中
川
忠
英
旧
蔵
本
（
四
巻
四
冊
・「
濱
松
中
納
言
殿

物
語
巻
之
壹
（
〜
巻
之
四
）」）

⑨�

神
宮
文
庫
本
（
一
冊

　
巻
二
の
み
の
零
本
・『
国
書
総
目
録
』
に
「
浜
松
中
納
言
殿

物
語
」
と
の
記
載
あ
り
）

⑩�

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本（
四
巻
四
冊
・
実
践
女
子
大
学
図
書
館
・

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
『
新
版
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
目

録
』〈
平
22
〉
一
一
三
頁
に
内
題
が
「
濱
枩
中
納
言
殿
物
語
巻
の
壱
（
〜
四
）」
と
の

記
載
あ
り
）

⑤
⑥
⑦
は
電
子
複
写
を
入
手
し
、
⑦
は
実
見
も
し
た
。
⑧
は
守
屋
利
花
氏
「
大

妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
」（『
大
妻
国
文
』

第
17
号

　
昭
61
・
３
）
に
よ
る
。
守
屋
氏
も
や
は
り
『
校
本
』
を
用
い
た
内
題
と

脱
落
箇
所
の
調
査
に
よ
り
、
大
妻
本
を
Ｄ
類
だ
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

六
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四
　
宣
長
と
『
浜
松
中
納
言
物
語
』

　
と
こ
ろ
で
、『
校
本
』
や
各
論
文
で
①
静
嘉
堂
文
庫
本
は
そ
の
奥
書
、

　
　�

此
は
ま
松
の
中
納
言
の
物
語
四
ま
き
、
こ
ぞ
の
冬
よ
り
春
庭
に
い
ひ
つ
け

て
う
つ
さ
せ
つ
。
手
、
ま
だ
い
と
を
さ
な
く
う
ひ
〳
〵
し
げ
に
て
、
見
わ

き
が
た
き
所
お
ほ
か
り
。
又
、
本
よ
り
も
じ
お
ち
ひ
が
う
つ
し
な
ど
お
ほ

く
て
、
心
得
が
た
き
事
の
み
そ
お
ほ
か
る
を
、
か
く
も
や
あ
ら
ん
と
お
ぼ

し
き
所
に
は
そ
の
よ
し
か
た
は
ら
に
か
き
そ
へ
、
一
わ
た
り
よ
み
あ
は
せ

つ
。

　
　
　
　
安
永
十
年
辛
丑
三
月
十
四
日

　
本
居
宣
長

�

（
引
用
は
『
校
本
』
に
よ
る
。
句
読
点
は
稿
者
）

に
よ
っ
て
春
庭
自
筆
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
御
教

示
に
よ
れ
ば
、
館
所
蔵
の
⑤
こ
そ
が
春
庭
本
文
自
筆
・
宣
長
自
筆
奥
書
の
本
で
）
（（
（

、

①
静
嘉
堂
文
庫
本
は
転
写
本
で
あ
る
。
宣
長
の
養
子
大
平
に
伝
わ
る
資
料
を
主

に
収
蔵
す
る
本
居
文
庫
の
⑥
に
は
奥
書
は
な
い
。

　『
校
本
』
に
よ
れ
ば
②
不
二
文
庫
蔵
松
乃
や
旧
蔵
本
に
も
宣
長
の
奥
書
が
あ

り
、
以
下
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
存
す
る
の
で
、
間
違
い
な
く
⑤
本
居
宣
長
記

念
館
本
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

　
　�

本
居
大
人
の
此
お
く
書
に
は
、
う
た
か
は
し
き
所
ゝ
に
は
そ
の
よ
し
か
た

は
ら
に
書
そ
へ
あ
ま
た
所
に
て
こ
と
〳
〵
に
し
か
う
つ
さ
ん
は
こ
と
し
け

く
わ
つ
ら
は
し
け
れ
は
、
今
は
そ
の
書
そ
へ
給
へ
る
か
た
を
と
り
て
う
つ

し
侍
り
ぬ
。

　
寛
政
十
二
年
庚
申
二
月

�

（
引
用
は
『
校
本
』
に
よ
る
。
句
読
点
は
稿
者
）

小
松
茂
美
氏
は
「
諸
本
解
説
」
で
書
写
奥
書
と
蔵
書
印
「
松
乃
や
蔵
書
」
か
ら
、

「
松
乃
や
」
と
号
し
、
か
つ
寛
政
十
二
年
生
存
の
人
物
と
し
て
小
山
田
与
清
（
天

明
三
年
〈
一
七
八
二
〉
〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉）
と
藤
井
高
尚
（
明
和
元
年

〈
一
七
六
四
〉
〜
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉）
を
あ
げ
た
上
で
、
書
写
者
は
『
浜

松
中
納
言
物
語
目
録
』
を
作
成
し
た
小
山
田
与
清
か
と
推
定
さ
れ
た
。
②
を
未

見
の
稿
者
に
は
答
が
出
せ
な
い
の
だ
が
、
中
西
健
治
氏
は
『
浜
松
中
納
言
物
語

目
録
』
が
依
拠
し
た
本
は
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
だ
と
推
定
さ
れ
て
お
り
）
（（
（

、
稿

者
も
『
浜
松
中
納
言
物
語
目
録
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種

本
の
独
自
異
文
に
依
拠
し
た
項
目
を
複
数
確
認
し
た
）
（（
（

。
な
お
、
小
山
田
与
清
が

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
蔵
書
を
水
戸
潘
に
献
上
し
た
際
の
目
録
『
松
屋
蔵

書
目
録
）
（（
（

』
に
「
浜
松
中
納
言
物
語

　
四
」
と
記
載
が
あ
る
。

　
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
で
唯
一
「
殿
物
語
」
の
内
題
を
持
た
な
い
④
松
本
市

立
図
書
館
蔵
春
廼
屋
旧
蔵
本
も
、
宣
長
及
び
本
居
学
派
と
の
接
点
が
見
出
せ

る
。
臼
田
甚
五
郎
氏
は
蔵
書
印「
有
明
里
御
民
春
廼
屋
」「
ま
つ
を
か
の
し
る
し
」

等
か
ら
見
て
、「
南
安
曇
野
郡
有
明
村
に
住
し
た
本
居
派
の
国
学
者
某
氏
の
蔵

書
で
あ
っ
た
）
（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
「
本
居
派
」
で
あ
る
根
拠
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　『
校
本
』
に
よ
れ
ば
、
④
に
は
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
文
政
元
年
寅
五
月
以
古
写
本
令
校
合
畢

　
　
　
長
廣

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
生
存
の
「
長
廣
」
は
、
大
平
の
門
人
で
京
に
住
ん
だ

大
橋
長
廣
（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
〜
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉）
で
は
な
い
か
。

七
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四
　
宣
長
と
『
浜
松
中
納
言
物
語
』

　
と
こ
ろ
で
、『
校
本
』
や
各
論
文
で
①
静
嘉
堂
文
庫
本
は
そ
の
奥
書
、

　
　�

此
は
ま
松
の
中
納
言
の
物
語
四
ま
き
、
こ
ぞ
の
冬
よ
り
春
庭
に
い
ひ
つ
け

て
う
つ
さ
せ
つ
。
手
、
ま
だ
い
と
を
さ
な
く
う
ひ
〳
〵
し
げ
に
て
、
見
わ

き
が
た
き
所
お
ほ
か
り
。
又
、
本
よ
り
も
じ
お
ち
ひ
が
う
つ
し
な
ど
お
ほ

く
て
、
心
得
が
た
き
事
の
み
そ
お
ほ
か
る
を
、
か
く
も
や
あ
ら
ん
と
お
ぼ

し
き
所
に
は
そ
の
よ
し
か
た
は
ら
に
か
き
そ
へ
、
一
わ
た
り
よ
み
あ
は
せ

つ
。

　
　
　
　
安
永
十
年
辛
丑
三
月
十
四
日

　
本
居
宣
長

�

（
引
用
は
『
校
本
』
に
よ
る
。
句
読
点
は
稿
者
）

に
よ
っ
て
春
庭
自
筆
本
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
御
教

示
に
よ
れ
ば
、
館
所
蔵
の
⑤
こ
そ
が
春
庭
本
文
自
筆
・
宣
長
自
筆
奥
書
の
本
で
）
（（
（

、

①
静
嘉
堂
文
庫
本
は
転
写
本
で
あ
る
。
宣
長
の
養
子
大
平
に
伝
わ
る
資
料
を
主

に
収
蔵
す
る
本
居
文
庫
の
⑥
に
は
奥
書
は
な
い
。

　『
校
本
』
に
よ
れ
ば
②
不
二
文
庫
蔵
松
乃
や
旧
蔵
本
に
も
宣
長
の
奥
書
が
あ

り
、
以
下
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
存
す
る
の
で
、
間
違
い
な
く
⑤
本
居
宣
長
記

念
館
本
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。

　
　�

本
居
大
人
の
此
お
く
書
に
は
、
う
た
か
は
し
き
所
ゝ
に
は
そ
の
よ
し
か
た

は
ら
に
書
そ
へ
あ
ま
た
所
に
て
こ
と
〳
〵
に
し
か
う
つ
さ
ん
は
こ
と
し
け

く
わ
つ
ら
は
し
け
れ
は
、
今
は
そ
の
書
そ
へ
給
へ
る
か
た
を
と
り
て
う
つ

し
侍
り
ぬ
。

　
寛
政
十
二
年
庚
申
二
月

�

（
引
用
は
『
校
本
』
に
よ
る
。
句
読
点
は
稿
者
）

小
松
茂
美
氏
は
「
諸
本
解
説
」
で
書
写
奥
書
と
蔵
書
印
「
松
乃
や
蔵
書
」
か
ら
、

「
松
乃
や
」
と
号
し
、
か
つ
寛
政
十
二
年
生
存
の
人
物
と
し
て
小
山
田
与
清
（
天

明
三
年
〈
一
七
八
二
〉
〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉）
と
藤
井
高
尚
（
明
和
元
年

〈
一
七
六
四
〉
〜
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉）
を
あ
げ
た
上
で
、
書
写
者
は
『
浜

松
中
納
言
物
語
目
録
』
を
作
成
し
た
小
山
田
与
清
か
と
推
定
さ
れ
た
。
②
を
未

見
の
稿
者
に
は
答
が
出
せ
な
い
の
だ
が
、
中
西
健
治
氏
は
『
浜
松
中
納
言
物
語

目
録
』
が
依
拠
し
た
本
は
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
だ
と
推
定
さ
れ
て
お
り
）
（（
（

、
稿

者
も
『
浜
松
中
納
言
物
語
目
録
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種

本
の
独
自
異
文
に
依
拠
し
た
項
目
を
複
数
確
認
し
た
）
（（
（

。
な
お
、
小
山
田
与
清
が

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
蔵
書
を
水
戸
潘
に
献
上
し
た
際
の
目
録
『
松
屋
蔵

書
目
録
）
（（
（

』
に
「
浜
松
中
納
言
物
語

　
四
」
と
記
載
が
あ
る
。

　
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
で
唯
一
「
殿
物
語
」
の
内
題
を
持
た
な
い
④
松
本
市

立
図
書
館
蔵
春
廼
屋
旧
蔵
本
も
、
宣
長
及
び
本
居
学
派
と
の
接
点
が
見
出
せ

る
。
臼
田
甚
五
郎
氏
は
蔵
書
印「
有
明
里
御
民
春
廼
屋
」「
ま
つ
を
か
の
し
る
し
」

等
か
ら
見
て
、「
南
安
曇
野
郡
有
明
村
に
住
し
た
本
居
派
の
国
学
者
某
氏
の
蔵

書
で
あ
っ
た
）
（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
「
本
居
派
」
で
あ
る
根
拠
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　『
校
本
』
に
よ
れ
ば
、
④
に
は
次
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
文
政
元
年
寅
五
月
以
古
写
本
令
校
合
畢

　
　
　
長
廣

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
生
存
の
「
長
廣
」
は
、
大
平
の
門
人
で
京
に
住
ん
だ

大
橋
長
廣
（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
〜
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉）
で
は
な
い
か
。

七
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例
え
ば
、
中
西
文
庫
所
蔵
の
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
二
月
二
十
日
萩
原
広

道
か
ら
中
西
多
豆
伎
宛
の
書
簡
に
「
来
月
七
日
本
居
先
生
五
十
回
忌
会
、
於
京

師
、
大
橋
長
広
、
清
水
寛
和
な
ど
相
催
し
申
候
、
他
の
人
な
ら
ぬ
先
生
の
事
故
、

私
ニ
も
世
話
い
た
し
、
且
当
日
出
京
可
致
様
申
来
候
」（
傍
線
は
稿
者
）
と
あ
り
、

大
橋
長
廣
が
本
居
一
門
を
取
り
仕
切
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
も
し
も「
長
廣
」

が
大
橋
長
廣
で
あ
る
な
ら
ば
、
④
松
本
市
立
図
書
館
蔵
春
廼
屋
旧
蔵
本
が
⑤
本

居
宣
長
記
念
館
本
の
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
で
は
、
そ
も
そ
も
宣
長
は
一
体
ど
こ
か
ら
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
写
本
を
入

手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
言
及
し
た
宣
長
の
書
簡
が

三
通
残
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
の
入
手
先
は
書
か
れ
て
い
な
い
）
（（
（

。

○
安
永
十
年
（
天
明
元
年
）
三
月
十
八
日

　
田
中
道
麿
宛
書
）
（（
（

簡

　
一�

、
濱
松
中
納
言
物
語
と
申
物
四
巻
有
之
、
近
頃
寫
し
申
し
候
故
、
此
節
他

へ
見
せ
申
候
、
御
望
ニ
候
ハ
ハ
、
追
而
入
御
覧
可
申
候
、
其
文
章
宜
キ
物

ニ
御
坐
候
、

○
安
永
十
年
（
天
明
元
年
）
三
月
十
九
日

　
荒
木
田
尚
賢
宛

　
一�

、
は
ま
松
中
納
言
物
語
寫
し
申
候
、
先
一
册
入
御
覧
候
、
源
氏
様
ノ
文
に

而
、
其
高
雅
ノ
文
章
、
狭
衣
な
ど
よ
り
は
ま
さ
り
候
物
に
御
座
候
、
誤
字

多
く
見
え
申
候
、四
册
物
に
御
座
候
、残
り
も
御
覧
被
成

　
候
は
ば
、追
々

さ
し
上
可
申
候
、

○
寛
政
三
年
正
月
十
五
日

　
横
井
千
秋
宛

　
一�

、
内
裏
式
御
返
却
被
下
、
慥
ニ
落
手
仕
候
、
此
度
被
仰
下
候
内
、
ま
さ
助

し
や
う
そ
く
抄
貳
冊
、松濱

中
納
言
物
語
四
册
、入
御
覧
申
候
、　
殿
う
つ
り
、

う
ま
つ
り
兩
部
ハ
所
持
不
仕
候
、
松
か
げ
物
語
と
被
仰
下
候
ハ
、
右
の
濱

松
中
納
言
ヲ
取
違
ヘ
、
松
か
げ
ト
先
達
而
申
上
候
義
と
奉
存
候
、（
中
略
）

濱
松
を
ふ
と
取
違
申
上
候
義
と
奉
存
候
、

宣
長
は
傍
線
部
の
よ
う
に
、「
其
文
章
宜
キ
物
」「
源
氏
様
ノ
文
に
而
、
其
高
雅

ノ
文
章
、
狭
衣
な
ど
よ
り
は
ま
さ
り
候
物
」
と
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
激
賞

し
て
い
る
。
同
様
の
評
言
を
門
人
に
も
語
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
と
き
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
「
宣
長
に
絶
賛
さ
れ
た
物
語
」
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
中
島
正
二
氏
）
（（
（

は
江
戸
時
代
に
お
け
る
物
語
享
受
に
つ
い
て
、

　
　�

極
め
て
単
純
に
図
式
化
す
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
以
外
の
作
り
物
語
は
、

そ
れ
自
体
が『
源
氏
物
語
』と
対
等
の
研
究
対
象
と
な
る
の
で
は
な
く
、『
源

氏
物
語
』（
あ
る
い
は
そ
の
他
の
事
柄
）
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
の

資
料
、
情
報
に
し
か
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
仲
間
う
ち
、
一
門
だ
け

の
情
報
、
資
料
だ
け
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
で
、
手
に
入
れ
た
物

語
の
写
本
は
一
門
だ
け
で
貸
し
借
り
を
し
、
書
写
す
る
の
に
と
ど
め
、
刊

行
に
は
消
極
的
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
し
、
本
居
学
派
の
『
と
り
か
へ
ば
や
』
書
写
状
況
）
（（
（

を
例
に
あ
げ
、
一
門
に
お

け
る
書
写
は
「
連
帯
感
を
強
化
し
、
成
員
を
拘
束
す
る
」
行
為
だ
と
指
摘
さ
れ

た
。『
浜
松
中
納
言
物
語
』の
場
合
に
も
当
て
嵌
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
絶
賛
し
て
お
き
な
が
ら
、
宣
長
は
自
身
の
著
作
で
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を

大
し
て
と
り
あ
げ
て
は
い
な
い
。『
石
上
助
識
篇
』
に
、

　
　
濱
松
中
納
言
物
語
四
巻

　
　

但
し
巻
数
は
後
の
人
の
わ
け
た
る
物
か
い
か
ゝ
し
り
か
た
し

　
　
　
中
納
言
な
る
人
、
唐
に
わ
た
り
て
か
し
こ
に
て
よ
め
る
歌
に
、

八
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ひ＼

の
も
と
の
み
つ
の
は
ま
松
こ
よ
ひ
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
我
を
こ
ふ
ら
し
ゆ
め
に
見
え
つ
れ
、

　
　
此
歌
よ
り
濱
松
中
納
言
と
は
い
ふ
な
る
へ
し
、

と
引
き
、続
い
て
「
カ
ウ
サ
ビ
」「
ミ
ツ
ワ
グ
ム
」「
乳
ア
ユ
ル
」「
オ
ホ
ロ
ケ
」「
筆

ノ
サ
キ
ラ
」「
サ
イ
マ
グ
レ
タ
ル
」「
卅
四
字
ア
ル
歌
」「
ホ
ゲ
ツ
キ
」「
百
歩ブ

ン

ノ
外
」

「
ヨ
シ
ノ
ノ
ア
ナ
タ
ニ
ミ
ヨ
シ
ノ
ト
云
處
」「
終ヒ

ネ
モ
ス日

」「
大オ

ホ
ア
ネ姉

」
を
引
い
て
考
証

を
僅
か
に
加
え
た
程
度
で
あ
る
。
他
に
は
『
古
事
記
伝
』
で
「
濱
松

ノ

中
納
言

ノ

物
語
に
、
こ
ひ
し
さ
を
み
そ
げ
ど
神
の
う
け
ね
ば
や
、
心
の
う
ち
の
す
ゞ
し

げ
も
な
し
」（
六
之
巻

　
神
代
四
之
巻
）
の
よ
う
に
考
証
の
た
め
に
引
い
た
三

箇
所
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

　
中
西
健
治
）
（（
（

氏
は
『
石
上
助
識
篇
』
の
前
掲
箇
所
に
つ
い
て
、

　
　�

こ
の
歌
か
ら
導
く
こ
と
の
で
き
る
題
名
は
、「
浜
松
中
納
言
」
で
は
な
く

て
「
み
つ
の
浜
松
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
み
つ
の
浜
松
」
か
ら
「
浜
松
中

納
言
物
語
」
に
題
名
が
転
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
考
証

が
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

と
宣
長
の
浅
慮
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
写
本
入
手
時
は
や
や
興
奮
気
味
の
宣
長

で
あ
っ
た
が
、
結
局
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
そ
の
も
の
に
は
深
い
興
味
関
心

を
抱
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
「
宣
長
の
お
墨
付
き
を
得
た
物
語
」

と
し
て
後
世
、
門
人
を
中
心
に
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

流
布
状
況
の
中
で
生
ま
れ
た
一
本
が
、
中
西
文
庫
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
上
欄
の
注
記

　
次
に
、
上
欄
の
書
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
文
と
同
筆
で
、
巻
一
に
５
、

巻
二
に
５
、
巻
三
に
１
、
巻
四
に
２
の
計
13
箇
所
で
あ
る
が
、「
弘
魚
云
」
と

あ
る
の
は
巻
一
に
あ
る
１
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

　
足
代
弘
魚
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
〜
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉）
は
伊
勢

神
宮
外
宮
権
禰
宜
で
文
化
七
年
に
春
庭
門
人
と
な
り
、
大
平
に
も
学
ん
で
い

る
。『
国
学
者
伝
記
集
成
』『
国
書
人
名
辞
典
』に
よ
る
と
、古
典
和
歌
に
通
暁
し
、

同
族
の
足
代
弘
訓
（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
〜
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉）
と
は

畏
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。
足
代
弘
訓
は
和
学
を
亀
田
末
雅
・
荒
木
田
久
老
に
学

び
、
そ
の
後
、
春
庭
・
大
平
門
人
と
な
っ
た
。
著
書
は
多
く
、
中
に
は
『
源
氏

物
語
類
語
』『
宇
津
保
物
語
頭
字
部
類
』『
物
語
歌
頭
字
部
類
』
と
い
っ
た
物
語

関
係
の
著
作
も
あ
る
。
血
縁
関
係
に
あ
り
年
齢
も
近
い
弘
魚
と
弘
訓
は
、
幼
少

よ
り
共
に
学
び
、研
鑽
を
積
ん
だ
と
察
せ
ら
れ
る
。
足
代
弘
魚
及
び
弘
訓
の『
浜

松
中
納
言
物
語
』
所
蔵
状
況
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
中
西
文
庫
本
は
夭
折

し
た
弘
魚
か
、足
代
弘
訓
所
蔵
本
を
転
写
し
た
一
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
書
入「
弘

魚
云
」は
弘
魚
本
人
で
は
な
く
、弘
訓
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
弘
魚
云
」

の
書
入
は
、
若
き
日
の
弘
訓
と
弘
魚
に
よ
る
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
研
究
の
痕

跡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
を
求
め
て
文
化
十
四
年
弘
魚
自
筆
の
『
足

代
家
日
記
』（
一
冊
）
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
に
て
実
見
し
た

が
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
及
び
物
語
書
写
に
触
れ
た
箇
所
は
存
し
な
か
っ
た
。

　
前
掲
の
荒
木
田
尚
賢
（
元
文
四
年
〈
一
七
三
九
〉
〜
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉）

九
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ひ＼

の
も
と
の
み
つ
の
は
ま
松
こ
よ
ひ
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
我
を
こ
ふ
ら
し
ゆ
め
に
見
え
つ
れ
、

　
　
此
歌
よ
り
濱
松
中
納
言
と
は
い
ふ
な
る
へ
し
、

と
引
き
、続
い
て
「
カ
ウ
サ
ビ
」「
ミ
ツ
ワ
グ
ム
」「
乳
ア
ユ
ル
」「
オ
ホ
ロ
ケ
」「
筆

ノ
サ
キ
ラ
」「
サ
イ
マ
グ
レ
タ
ル
」「
卅
四
字
ア
ル
歌
」「
ホ
ゲ
ツ
キ
」「
百
歩ブ

ン

ノ
外
」

「
ヨ
シ
ノ
ノ
ア
ナ
タ
ニ
ミ
ヨ
シ
ノ
ト
云
處
」「
終ヒ

ネ
モ
ス日

」「
大オ

ホ
ア
ネ姉

」
を
引
い
て
考
証

を
僅
か
に
加
え
た
程
度
で
あ
る
。
他
に
は
『
古
事
記
伝
』
で
「
濱
松

ノ

中
納
言

ノ

物
語
に
、
こ
ひ
し
さ
を
み
そ
げ
ど
神
の
う
け
ね
ば
や
、
心
の
う
ち
の
す
ゞ
し

げ
も
な
し
」（
六
之
巻

　
神
代
四
之
巻
）
の
よ
う
に
考
証
の
た
め
に
引
い
た
三

箇
所
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

　
中
西
健
治
）
（（
（

氏
は
『
石
上
助
識
篇
』
の
前
掲
箇
所
に
つ
い
て
、

　
　�

こ
の
歌
か
ら
導
く
こ
と
の
で
き
る
題
名
は
、「
浜
松
中
納
言
」
で
は
な
く

て
「
み
つ
の
浜
松
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
み
つ
の
浜
松
」
か
ら
「
浜
松
中

納
言
物
語
」
に
題
名
が
転
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
考
証

が
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

と
宣
長
の
浅
慮
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
写
本
入
手
時
は
や
や
興
奮
気
味
の
宣
長

で
あ
っ
た
が
、
結
局
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
そ
の
も
の
に
は
深
い
興
味
関
心

を
抱
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
「
宣
長
の
お
墨
付
き
を
得
た
物
語
」

と
し
て
後
世
、
門
人
を
中
心
に
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

流
布
状
況
の
中
で
生
ま
れ
た
一
本
が
、
中
西
文
庫
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
上
欄
の
注
記

　
次
に
、
上
欄
の
書
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
文
と
同
筆
で
、
巻
一
に
５
、

巻
二
に
５
、
巻
三
に
１
、
巻
四
に
２
の
計
13
箇
所
で
あ
る
が
、「
弘
魚
云
」
と

あ
る
の
は
巻
一
に
あ
る
１
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

　
足
代
弘
魚
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
〜
文
化
十
四
年
〈
一
八
一
七
〉）
は
伊
勢

神
宮
外
宮
権
禰
宜
で
文
化
七
年
に
春
庭
門
人
と
な
り
、
大
平
に
も
学
ん
で
い

る
。『
国
学
者
伝
記
集
成
』『
国
書
人
名
辞
典
』に
よ
る
と
、古
典
和
歌
に
通
暁
し
、

同
族
の
足
代
弘
訓
（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
〜
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉）
と
は

畏
友
で
あ
っ
た
と
い
う
。
足
代
弘
訓
は
和
学
を
亀
田
末
雅
・
荒
木
田
久
老
に
学

び
、
そ
の
後
、
春
庭
・
大
平
門
人
と
な
っ
た
。
著
書
は
多
く
、
中
に
は
『
源
氏

物
語
類
語
』『
宇
津
保
物
語
頭
字
部
類
』『
物
語
歌
頭
字
部
類
』
と
い
っ
た
物
語

関
係
の
著
作
も
あ
る
。
血
縁
関
係
に
あ
り
年
齢
も
近
い
弘
魚
と
弘
訓
は
、
幼
少

よ
り
共
に
学
び
、研
鑽
を
積
ん
だ
と
察
せ
ら
れ
る
。
足
代
弘
魚
及
び
弘
訓
の『
浜

松
中
納
言
物
語
』
所
蔵
状
況
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
中
西
文
庫
本
は
夭
折

し
た
弘
魚
か
、足
代
弘
訓
所
蔵
本
を
転
写
し
た
一
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
書
入「
弘

魚
云
」は
弘
魚
本
人
で
は
な
く
、弘
訓
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
弘
魚
云
」

の
書
入
は
、
若
き
日
の
弘
訓
と
弘
魚
に
よ
る
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
研
究
の
痕

跡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
手
が
か
り
を
求
め
て
文
化
十
四
年
弘
魚
自
筆
の
『
足

代
家
日
記
』（
一
冊
）
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
に
て
実
見
し
た

が
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
及
び
物
語
書
写
に
触
れ
た
箇
所
は
存
し
な
か
っ
た
。

　
前
掲
の
荒
木
田
尚
賢
（
元
文
四
年
〈
一
七
三
九
〉
〜
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉）

九
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大阪府立中之島図書館蔵中西文庫本『浜松中納言物語』について（赤迫） 10

宛
書
簡
に
「
先
一
册
入
御
覧
候
」
と
あ
る
よ
う
に
宣
長
は
巻
一
を
送
っ
て
お
り
、

尚
賢
が
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
書
写
し
た
と
思
し
い
。
ま
た
、「
三

　
伝
本

系
統
（
２
）
内
題
」
で
掲
げ
た
よ
う
に
神
宮
文
庫
蔵
本
に
は
「
浜
松
中
納
言
殿

物
語
」
の
題
が
記
さ
れ
て
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
⑨
神
宮
文
庫
本
は
『
神
宮

文
庫
所
蔵
和
書
総
目
録
』（
神
宮
司
廳
編

　
戎
光
祥
出
版

　
平
17
）
に
よ
る
と
、
孫

福
弘
哉
氏
献
納
本
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
文
化
圏
に
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
を
も

た
ら
し
た
の
は
宣
長
で
あ
ろ
う
。
足
代
氏
に
伝
わ
っ
た
の
は
伊
勢
内
宮
権
禰
宜

で
あ
る
尚
賢
の
写
本
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
宣
長
は
尚
賢
か
ら
『
と
り
か

へ
ば
や
』
写
本
を
借
り
、
書
写
し
て
い
る
（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
正
月
十
日

本
居
宣
長
記
念
館
蔵
『
と
り
か
へ
ば
や
』
奥
書
・
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
九
月
二
日

荒
木
田
尚
賢
宛
書
簡
）
（（
（

）。

　
さ
て
以
下
、
上
欄
の
注
記
13
箇
所
を
掲
出
す
る
。［
１
］〜［
13
］に
施
注
本
文

と
（

　
）
内
に
巻
数
・
丁
数
・
行
数
を
、
…
の
次
に
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
（
池
田
利
夫
氏
校
注
）
の
本
文
及
び
頁
数
・
行
数
を
掲
出
し
た
。
○
に
は

上
欄
注
記
を
記
す
。
上
欄
注
記
に
典
拠
が
あ
る
場
合
は
…
の
次
に
引
用
し
、
該

当
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
。
上
欄
注
記
は
、［
８
］以
外
は
全
て
施
注
本
文
の
上

部
に
存
す
る
。

［
１
］た題

い
を
出
し
て
ふ
み
を
つ
く
り
あ
そ
ひ
を
し
て
（
巻
一
・
三
オ
５
）
…
題
を

出
だ
し
て
文
を
造
り
、
遊
び
を
し
て
（
三
四
・
５
）

○�

弘
魚
云
ふ
み
と
あ
る
は
詩
の
事
也
物
語
出
に
は（

す
へマ

て
とマ

い
い）
へ
又
遊
と
は

雅
楽
の
事
な
り

［
２
］ら
ん
せ
い
え
ん
の
あ
ら
し
の
と
わ
か
や
か
な
る
こ
ゑ
あ
は
せ
て
（
巻
一
・

七
ウ
８
）
…
「
蘭
蕙
苑
の
嵐
の
」
と
若
や
か
な
る
声
合
は
せ
て
（
四
一
・
３
）

○�

朗
詠

　
蘭
蕙
苑
嵐
摧
紫
後
…
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋
・
二
七
一
・
菅
文
時
・
菊
「
蘭��

蕙
苑
嵐
摧
紫
後

　
蓬
莱
洞
月
照
霜
中
）
（（
（

」

［
３
］ひ＼

の
も
と
の
み
つ
◦イ

ハ
の
は
ま
ゝ
つ
こ
よ
ひ
こ
そ
我
を
こ
ふ
ら
し
夢
に
見
え

つ
れ
（
巻
一
・
一
六
オ
１
）
…
日
本
の
御
津
の
浜
松
こ
よ
ひ
こ
そ
わ
れ
を
恋
ふ
ら

し
夢
に
見
え
つ
れ
（
五
三
・
８
）

○�

万
一

　
去
来
子
等
早
日
本
辺
大
伴
乃
御
津
乃
濱
松
待
恋
奴
良
武
…
『
万
葉
集
』

巻
一
・
雑
歌
・
六
三
・
山
上
憶
良
「
去
来
子
等
早
日
本
辺
大
伴
乃
御
津
乃
浜
松
待
恋

奴
良
武
」

［
４
］春＼

や
む
か
し
の
と
の
み
思
ひ
ま
か
へ
た
る
に
も（
巻
一
・
一
六
ウ
１
）…「
春

や
昔
の
」
と
の
み
思
ひ
ま
が
へ
た
る
に
も
（
五
四
・
７
）

○�

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
は
る
な
ら
ぬ
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
み
に
し
て
…

『
古
今
集
』
恋
五
・
七
四
七
・
在
原
業
平
、『
伊
勢
物
語
』
第
四
段
「
月
や
あ
ら
ぬ
春

や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」

［
５
］天
に
あ
ら
は
ひ
よ
く
の
鳥
と
な
り
地
に
あ
ら
は
れ
ん
り
の
枝
と
な
ら
ん

（
巻
一
・
三
四
ウ
５
）
…
「
天
に
あ
ら
ば
比
翼
の
鳥
に
な
り
。
地
に
あ
ら
ば
連
理
の

枝
と
な
ら
む
」（
八
二
・
３
）

○�

長
恨
哥

　
在
天
願
作
比
翼
鳥
在
地
願
為
連
理
枝
…
『
長
恨
歌
』
第

一
一
七
・
一
一
八
句
「
在
天
願
作
比
翼
鳥

　
在
地
願
為
連
理
枝

）
（（
（

」

［
６
］く
ち
お
し
さ
は
ま
く
ら
よ
り
あ
と
よ
り
こ
ひ
の
せ
め
く
る
心
地
し
て
（
巻

二
・
一
一
オ
３
）
…
口
惜
し
さ
は
、
枕
よ
り
あ
と
よ
り
恋
の
責
め
来
る
心
地
し
て

（
一
四
〇
・
２
）

十
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○�

古
今

　
枕
よ
り
あ
と
よ
り
恋
の
せ
め
く
れ
は
せ
ん
か
た
な
み
そ
床
中
に
を
る

…
『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
二
三
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
枕
よ
り
あ
と
よ
り
恋
の
せ
め

く
れ
ば
せ
む
方
な
み
ぞ
床
中
に
居
る
」

［
７
］こ
ま
や
か
に
の
ち
せ
の
山
を
た
の
め
て
出
給
な
ん
と
す
（
巻
二
・
一
五
オ

４
）
…
こ
ま
や
か
に
後
瀬
の
山
を
頼
め
て
、
出
で
給
ひ
な
む
と
す
（
一
四
六
・
８
）

○�

新
拾
遺

　
坂
上
大
孃

　
と
に
か
く
に
人
は
い
へ
と
も
若
狭
ち
の
後
世
の
山
の

後
も
逢
ん
君

　
返
し

　
家
持

　
後
世
山
後
も
あ
は
ん
と
思
ふ
に
そ
し
ぬ
へ
き

物
を
け
ふ
ま
て
も
あ
れ
…
『
新
拾
遺
集
』
恋
四
・
一
二
三
〇
・
坂
上
大
孃
「
と
に

か
く
に
人
は
い
へ
ど
も
若
狭
路
の
の
ち
せ
の
山
の
後
も
逢
は
ん
君
」、
同
一
二
三
一
・

大
伴
家
持
「
の
ち
せ
山
後
も
逢
は
ん
と
思
ふ
に
ぞ
し
ぬ
べ
き
も
の
を
け
ふ
ま
で
も
あ

れ
」

［
８
］ほ法

気

着
け
つ
き
も
て
な
し
て
け袈

裟さ
う
ち
か
け
（
巻
二
・
三
〇
オ
７
）
…
「
ほ
け

づ
き
も
て
な
し
て
、
袈
裟
う
ち
か
け
」（
一
七
〇
・
１
）

　�

に
ひ
い
ろ
か
う
そ
め
な
と
あ
ま
た
か
さ
ね
て
う
ち
や
つ
れ
給
へ
る
い
ろ
〳
〵

に
し
や
う
そ
き
た
ら
ん
よ
り
も
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
か
は
り
ほ
け
つ
き
た
う

と
け
に
な
り
て
（
巻
二
・
三
一
オ
５
）
…
鈍
色
、
香
染
な
ど
、
あ
ま
た
重
ね
て
う

ち
や
つ
れ
給
へ
る
、
い
ろ
い
ろ
に
装
束
き
た
ら
む
よ
り
も
、
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
変

り
、
ほ
け
づ
き
た
ふ
と
げ
に
な
り
て
（
一
七
一
・
８
）

○
に
ひ
色
香
染
な
と
あ
ま
た
か
ゝ

（
マ
マ
）ね

と
ほ
け
つ
き
た
ふ
と
け
に
成
て
云
々

※
注
記
は
巻
二
・
三
〇
オ
７
の
上
欄
に
あ
り
。

［
９
］か
た
み
は
い
た
け
に
あ
ら
む
か
し
ゆ
ら
〳
〵
と
そ
き
か
け
ら
れ
て
い
つ
へ

の
あ
ふ
き
な
と
を
ひ
ろ
け
た
ら
ん
心
地
し
て
（
巻
二
・
三
〇
ウ
９
）
…
髪
は
、

居
丈
に
あ
ら
む
か
し
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
そ
ぎ
か
け
ら
れ
て
、
五
重
の
扇
な
ど
を
広
げ
た

ら
む
心
地
し
て
（
一
七
一
・
２
）

○�

日（
マ
マ
）　

き
た
る
か
た
ち
に
髪
え（

マ
マ
）の

扇
を
ひ
ろ
け
や
う
な
り
…『
源
氏
物
語
』手
習
・

三
五
一
頁
「
い
ま
め
き
た
る
容
貌
に
、
髪
は
五
重
の
扇
を
広
げ
た
る
や
う
に
こ
ち
た

き
末
つ
き
な
り

）
（（
（

」

［
10
］思
い
て
ら
る
ゝ
こ
ひ
し
さ
の
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
る
心
地
の
す
る
ま
ゝ

に
（
巻
二
・
四
〇
オ
10
）
…
思
ひ
出
で
ら
る
る
恋
し
さ
の
、
む
な
し
き
空
に

満
ち
ぬ
る
心
地
の
す
る
ま
ま
に
（
一
八
六
・
７
）

○�

古
今

　
我
恋
は
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
ら
ん
思
ひ
や
れ
と
も
行
か
た
も
な��

し
…
『
古
今
集
』
恋
一
・
四
八
八
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
我
が
恋
は
む
な
し
き
空
に
満

ち
ぬ
ら
し
思
ひ
や
れ
ど
も
行
く
方
も
な
し
」

［
11
］ふ
し
み
の
さ
と
な
ら
ね
と
や
か
て
わ
か
よ
も
へ
ぬ
へ
く
た
ち
か
へ
り
に
へマ

マ

け
れ
と
（
巻
三
・
一
四
オ
２
）
…
伏
見
の
里
な
ら
ね
ど
、
や
が
て
わ
が
世
も
経
ぬ

べ
く
立
ち
か
へ
り
に
く
け
れ
ど
（
二
一
八
・
９
）

○�

い
さ
こ
ゝ
に
我
世
は
へ
な
ん
菅
原
や
ふ
し
み
の
里
の
あ
れ
ま
く
も
を
し
…

『
古
今
集
』
雑
下
・
九
八
一
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
い
ざ
こ
こ
に
我
が
世
は
へ
な
む
菅
原

や
伏
見
の
里
の
荒
れ
ま
く
も
惜
し
」

［
12
］た
ま
の
う
て
な
も
な
に
な
ら
す
（
巻
四
・
二
五
オ
６
）
…
玉
の
う
て
な
も
何

な
ら
ず
（
三
二
二
・
３
）

○�

六
帖

　
な
に
せ
ん
に
玉
の
う
て
な
も
八
重
葎
は
つ
ら
ん
中
に
ふ
た
り
こ
そ
ね

め
…
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
・
三
八
七
四
・
紀
貫
之
・
葎
「
何
せ
ん
に
玉
の
台
も

八
重
葎
い
づ
ら
ん
中
に
二
人
こ
そ
寝
め
」

十
一
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○�

古
今

　
枕
よ
り
あ
と
よ
り
恋
の
せ
め
く
れ
は
せ
ん
か
た
な
み
そ
床
中
に
を
る

…
『
古
今
集
』
雑
体
・
一
〇
二
三
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
枕
よ
り
あ
と
よ
り
恋
の
せ
め

く
れ
ば
せ
む
方
な
み
ぞ
床
中
に
居
る
」

［
７
］こ
ま
や
か
に
の
ち
せ
の
山
を
た
の
め
て
出
給
な
ん
と
す
（
巻
二
・
一
五
オ

４
）
…
こ
ま
や
か
に
後
瀬
の
山
を
頼
め
て
、
出
で
給
ひ
な
む
と
す
（
一
四
六
・
８
）

○�

新
拾
遺

　
坂
上
大
孃

　
と
に
か
く
に
人
は
い
へ
と
も
若
狭
ち
の
後
世
の
山
の

後
も
逢
ん
君

　
返
し

　
家
持

　
後
世
山
後
も
あ
は
ん
と
思
ふ
に
そ
し
ぬ
へ
き

物
を
け
ふ
ま
て
も
あ
れ
…
『
新
拾
遺
集
』
恋
四
・
一
二
三
〇
・
坂
上
大
孃
「
と
に

か
く
に
人
は
い
へ
ど
も
若
狭
路
の
の
ち
せ
の
山
の
後
も
逢
は
ん
君
」、
同
一
二
三
一
・

大
伴
家
持
「
の
ち
せ
山
後
も
逢
は
ん
と
思
ふ
に
ぞ
し
ぬ
べ
き
も
の
を
け
ふ
ま
で
も
あ

れ
」

［
８
］ほ法

気

着
け
つ
き
も
て
な
し
て
け袈

裟さ
う
ち
か
け
（
巻
二
・
三
〇
オ
７
）
…
「
ほ
け

づ
き
も
て
な
し
て
、
袈
裟
う
ち
か
け
」（
一
七
〇
・
１
）

　�

に
ひ
い
ろ
か
う
そ
め
な
と
あ
ま
た
か
さ
ね
て
う
ち
や
つ
れ
給
へ
る
い
ろ
〳
〵

に
し
や
う
そ
き
た
ら
ん
よ
り
も
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
か
は
り
ほ
け
つ
き
た
う

と
け
に
な
り
て
（
巻
二
・
三
一
オ
５
）
…
鈍
色
、
香
染
な
ど
、
あ
ま
た
重
ね
て
う

ち
や
つ
れ
給
へ
る
、
い
ろ
い
ろ
に
装
束
き
た
ら
む
よ
り
も
、
な
ま
め
か
し
き
さ
ま
変

り
、
ほ
け
づ
き
た
ふ
と
げ
に
な
り
て
（
一
七
一
・
８
）

○
に
ひ
色
香
染
な
と
あ
ま
た
か
ゝ

（
マ
マ
）ね

と
ほ
け
つ
き
た
ふ
と
け
に
成
て
云
々

※
注
記
は
巻
二
・
三
〇
オ
７
の
上
欄
に
あ
り
。

［
９
］か
た
み
は
い
た
け
に
あ
ら
む
か
し
ゆ
ら
〳
〵
と
そ
き
か
け
ら
れ
て
い
つ
へ

の
あ
ふ
き
な
と
を
ひ
ろ
け
た
ら
ん
心
地
し
て
（
巻
二
・
三
〇
ウ
９
）
…
髪
は
、

居
丈
に
あ
ら
む
か
し
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
そ
ぎ
か
け
ら
れ
て
、
五
重
の
扇
な
ど
を
広
げ
た

ら
む
心
地
し
て
（
一
七
一
・
２
）

○�

日（
マ
マ
）　

き
た
る
か
た
ち
に
髪
え（

マ
マ
）の

扇
を
ひ
ろ
け
や
う
な
り
…『
源
氏
物
語
』手
習
・

三
五
一
頁
「
い
ま
め
き
た
る
容
貌
に
、
髪
は
五
重
の
扇
を
広
げ
た
る
や
う
に
こ
ち
た

き
末
つ
き
な
り

）
（（
（

」

［
10
］思
い
て
ら
る
ゝ
こ
ひ
し
さ
の
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
る
心
地
の
す
る
ま
ゝ

に
（
巻
二
・
四
〇
オ
10
）
…
思
ひ
出
で
ら
る
る
恋
し
さ
の
、
む
な
し
き
空
に

満
ち
ぬ
る
心
地
の
す
る
ま
ま
に
（
一
八
六
・
７
）

○�

古
今

　
我
恋
は
む
な
し
き
空
に
み
ち
ぬ
ら
ん
思
ひ
や
れ
と
も
行
か
た
も
な��

し
…
『
古
今
集
』
恋
一
・
四
八
八
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
我
が
恋
は
む
な
し
き
空
に
満

ち
ぬ
ら
し
思
ひ
や
れ
ど
も
行
く
方
も
な
し
」

［
11
］ふ
し
み
の
さ
と
な
ら
ね
と
や
か
て
わ
か
よ
も
へ
ぬ
へ
く
た
ち
か
へ
り
に
へマ

マ

け
れ
と
（
巻
三
・
一
四
オ
２
）
…
伏
見
の
里
な
ら
ね
ど
、
や
が
て
わ
が
世
も
経
ぬ

べ
く
立
ち
か
へ
り
に
く
け
れ
ど
（
二
一
八
・
９
）

○�

い
さ
こ
ゝ
に
我
世
は
へ
な
ん
菅
原
や
ふ
し
み
の
里
の
あ
れ
ま
く
も
を
し
…

『
古
今
集
』
雑
下
・
九
八
一
・
詠
み
人
し
ら
ず
「
い
ざ
こ
こ
に
我
が
世
は
へ
な
む
菅
原

や
伏
見
の
里
の
荒
れ
ま
く
も
惜
し
」

［
12
］た
ま
の
う
て
な
も
な
に
な
ら
す
（
巻
四
・
二
五
オ
６
）
…
玉
の
う
て
な
も
何

な
ら
ず
（
三
二
二
・
３
）

○�
六
帖

　
な
に
せ
ん
に
玉
の
う
て
な
も
八
重
葎
は
つ
ら
ん
中
に
ふ
た
り
こ
そ
ね

め
…
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
・
三
八
七
四
・
紀
貫
之
・
葎
「
何
せ
ん
に
玉
の
台
も

八
重
葎
い
づ
ら
ん
中
に
二
人
こ
そ
寝
め
」

十
一
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［
13
］お
ほ
井
の
物
か
た
り
の
や
う
に
と
も
に
か
く
の
こ
ゑ
を
ま
ち
つ
け
ん
と
の

み
ち
き
り
か
は
し
給
さ
ま
（
巻
四
・
二
六
ウ
10
）
…
大
井
の
物
語
の
や
う
に
、

と
も
に
楽
の
声
を
待
ち
つ
け
む
と
の
み
契
り
か
は
し
給
ふ
さ
ま
（
三
二
四
・
９
）

○�

狭
衣

　
大
井
の
物
語
の
や
う
な
ら
ん
限
り
の
道
に
も
え
見
捨
給
は
し
と
云
々

…
『
狭
衣
物
語
』
巻
三
・
一
九
四
頁
「
大
井
の
物
語
の
や
う
な
ら
ず
は
、
限
り
の
心
地

に
も
見
捨
て
た
ま
は
じ

）
（（
（

」

六
　
中
西
文
庫
本
と
神
習
文
庫
本
・
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本

　
調
査
開
始
当
初
、
中
西
文
庫
本
上
欄
注
記
の［
９
］が
、「
日

　
き
た
る
か
た

ち
に
髪
え
の
扇
を
ひ
ろ
け
や
う
な
り
」
と
乱
れ
た
文
で
あ
る
の
を
奇
妙
に
思
っ

て
い
た
。
施
注
本
文
は
尼
姫
君
の
描
写
で
あ
り
、「
髪
」「
扇
」
と
あ
る
の
で［
９
］

は
『
源
氏
物
語
』
手
習
巻
に
あ
る
浮
舟
の
出
家
姿
の
描
写
だ
と
見
当
が
つ
く
。

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
文
な
の
か
と
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
③
神
習
文
庫

本
と
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
電
子
複
写
を
入
手
し
、
さ
ら

に
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
実
見
し
て
事
情
が
判
明
し
た
。

　
無
窮
会
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電
子
複
写
に
よ
れ
ば
、③
神
習
文
庫
本
（
巻

四
欠
）
に
は
上
欄
注
記
が
巻
一
に
６
、巻
二
に
６
、巻
三
に
３
と
計
15
箇
所
あ
り
、

そ
の
内
11
箇
所
は
中
西
文
庫
本
巻
一
〜
三
の
上
欄
注
記
全
11
箇
所
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て［
９
］該
当
注
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
電
子
複

写
に
あ
る
ま
ま
の
姿
で
掲
出
す
る
。

［
９
］該
当
注
記
（
神
習
文
庫
本
）

　
　
手
習

　
　
今
め
き
た
る
か
た
ち
に
髪

　
　
は
い
つ
え
の
扇
を
ひ
ろ
け

　
　
た
る
や
う
な
り
（
巻
二
・
三
二
丁
オ
）

　
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電

子
複
写
に
よ
れ
ば
上
欄
注
記
は
巻
一
に
５
、
巻
二
に
５
、
巻
三
に
２
、
巻
四
に

３
と
計
15
箇
所
あ
る
。
巻
一
〜
三
の
12
箇
所
は
③
神
習
文
庫
本
15
箇
所
の
内
12

箇
所
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。［
９
］該
当
注
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

［
９
］該
当
注
記
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）

　
　
白

　
　
き
た
る
か
た
ち
に
髪

　
　
え
の
扇
を
ひ
ろ
け

　
　
や
う
な
り
（
巻
二
下
一
一
丁
オ
）

⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
上
欄
注
記
は
い
ず
れ
も
上
部
ぎ
り
ぎ
り
の
所
に
あ
る
。

［
９
］該
当
箇
所
は
、
各
行
頭
に
「
今
め
」「
は
い
つ
」「
た
る
」
を
加
え
れ
ば
神

習
文
庫
本
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
白
」
は
「
手
習
」
の
「
手
」
字
と
「
習
」

字
の
「
羽
」
の
部
分
が
欠
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
他
の
上
欄
注
記
に
も
、

行
頭
の
文
字
の
上
部
が
欠
け
た
も
の
が
あ
る
。
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
化
粧
断

を
し
て
、
文
字
部
分
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に［
７
］

［
11
］該
当
箇
所
は
上
欄
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
書
入
さ
れ
た
紙
片
が
上

欄
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
他
に
も
貼
付
さ
れ
た
紙
片
が
あ
っ
た

が
、
剥
が
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
科
研
報
告
書
に
拙
稿
を
提
出
後
、
宮
内
庁
書
陵
部
で
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を

十
二
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十
三

実
見
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
化
粧
断
さ
れ
て
い
た
。
中
西
文
庫
本
は
化
粧
断
さ

れ
て
お
ら
ず
上
欄
部
分
は
７
、８
㎜
の
余
裕
が
あ
る
の
に［
９
］は
、

　
　
日

　
　
き
た
る
か
た
ち
に
髪

　
　
え
の
扇
を
ひ
ろ
け

　
　
や
う
な
り

と
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
化
粧
断
後
の
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
転
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本［
９
］該
当
箇
所
の
「
白
」
字
の
上
部
「
ノ
」
が
僅

か
し
か
な
く
、
注
意
し
て
見
な
い
と
確
認
で
き
な
い
の
で
、「
日
」
と
転
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
欄
に
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る［
７
］該
当
注
記
（
上
一
七
オ
）
は
、
紙
片

の
上
部
が
一
度
切
り
落
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
切
り
落
と
し
の
紙
片
裏
に
糊
で

紙
を
継
い
で
、
下
部
の
紙
片
裏
と
繋
ぎ
合
わ
せ
て
あ
っ
た
。
現
物
確
認
の
大
切

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
調
査
で
あ
っ
た
）
（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
西
文
庫
本
と
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
非
常
に
近
い
関
係
に

あ
る
。
そ
し
て
中
西
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
に
は
存
し
な
い
上
欄
注
記

が
あ
り
、「
弘
魚
云
」
の
注
記
を
も
う
一
箇
所
有
す
る
③
神
習
文
庫
本
が
、
最

も
古
い
形
を
伝
え
る
本
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
、
中
西
文
庫
本
に
は
存
し
な

い
、
③
神
習
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
上
欄
注
記
を
記
す
。

③
神
習
文
庫
本
の
み
に
存
す
る
上
欄
注
記
…
３
箇
所

・�

あ
ひ
う
ち
ゐ
み
し
く
に
ほ
ひ
か
ほ
り
て
（
巻
一
・
六
ウ
５
）
…
あ
い
ぎ
や
う
、

い
み
じ
く
に
ほ
ひ
か
を
り
て
（
四
〇
・
６
）

○
弘
魚
云
あ
ひ
う
ち
は
う
ち
あ
ひ
と
い
へ
り
詞
の
前
後
し
た
る
歟

・�

ふ
る
さ
と
の
み
か
さ
の
山
に
思
ひ
な
し
こ
よ
ひ
の
月
は
こ
ゝ
に
き
て
み
よ

（
巻
二
・
一
二
オ
６
）
…
ふ
る
さ
と
の
三
笠
の
山
に
思
ひ
な
し
今
宵
の
月
は
こ
こ
に

来
て
み
よ
（
一
四
一
・
６
）

○�

古
今

　
天
の
は
ら
ふ
り
さ
け
見
れ
は
か
す
か
な
る
三
笠
の
山
に
出
し
月
か
も

…
『
古
今
集
』
羇
旅
・
四
〇
六
・
安
倍
仲
麿
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る

三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
」

・�

お
も
ひ
か
け
す
に
は
か
な
る
も
し
ほ
の
け
ふ
り
の
く
ち
お
し
さ
を
（
巻
三
・

二
九
ウ
２
）
…
思
ひ
か
け
ず
に
は
か
な
る
藻
塩
の
け
ぶ
り
の
口
惜
し
さ
を

（
二
三
九
・
４
）

○�

古
今��

す
ま
の
あ
ま
の
塩
や
く
煙
風
を
い
た
み
思
は
ぬ
か
た
に
た
な
引
に
け

り
…
『
古
今
集
』
恋
歌
四
・
七
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
「
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
く
煙

風
を
い
た
み
思
は
ぬ
方
に
た
な
引
き
に
け
り
」

③
神
習
文
庫
本
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
に
存
す
る
上
欄
注
記
…
１
箇
所

・�

な
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
は
（
神

　
巻
三
・
三
九
オ
10
／
紅

　
巻
三
下
一
三

オ
６
）
…
泣
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
ば
（
二
五
三
・
12
）

○�

散
花
の
鳴
に
し
と
ま
る
物
な
ら
は
我
鶯
に
お
と
ら
ま
し
や
は
…
『
古
今
集
』

春
下
・
一
〇
七
・
典
侍
洽
子
朝
臣
「
散
る
花
の
鳴
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
ば
我
鶯

に
劣
ら
ま
し
や
は
」

⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
み
に
存
す
る
巻
四
の
上
欄
注
記
…
１
箇
所

・�

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は
と
思
ぬ
へ
け
れ
と
（
上
三
五
ウ
３
）
…
「
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
」

と
思
ひ
ぬ
べ
け
れ
ど
（
三
二
八
・
10
）
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十
三

実
見
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
化
粧
断
さ
れ
て
い
た
。
中
西
文
庫
本
は
化
粧
断
さ

れ
て
お
ら
ず
上
欄
部
分
は
７
、８
㎜
の
余
裕
が
あ
る
の
に［
９
］は
、

　
　
日

　
　
き
た
る
か
た
ち
に
髪

　
　
え
の
扇
を
ひ
ろ
け

　
　
や
う
な
り

と
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
化
粧
断
後
の
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
転
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本［
９
］該
当
箇
所
の
「
白
」
字
の
上
部
「
ノ
」
が
僅

か
し
か
な
く
、
注
意
し
て
見
な
い
と
確
認
で
き
な
い
の
で
、「
日
」
と
転
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
欄
に
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る［
７
］該
当
注
記
（
上
一
七
オ
）
は
、
紙
片

の
上
部
が
一
度
切
り
落
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
切
り
落
と
し
の
紙
片
裏
に
糊
で

紙
を
継
い
で
、
下
部
の
紙
片
裏
と
繋
ぎ
合
わ
せ
て
あ
っ
た
。
現
物
確
認
の
大
切

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
調
査
で
あ
っ
た
）
（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
西
文
庫
本
と
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
非
常
に
近
い
関
係
に

あ
る
。
そ
し
て
中
西
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
に
は
存
し
な
い
上
欄
注
記

が
あ
り
、「
弘
魚
云
」
の
注
記
を
も
う
一
箇
所
有
す
る
③
神
習
文
庫
本
が
、
最

も
古
い
形
を
伝
え
る
本
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
以
下
、
中
西
文
庫
本
に
は
存
し
な

い
、
③
神
習
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
上
欄
注
記
を
記
す
。

③
神
習
文
庫
本
の
み
に
存
す
る
上
欄
注
記
…
３
箇
所

・�

あ
ひ
う
ち
ゐ
み
し
く
に
ほ
ひ
か
ほ
り
て
（
巻
一
・
六
ウ
５
）
…
あ
い
ぎ
や
う
、

い
み
じ
く
に
ほ
ひ
か
を
り
て
（
四
〇
・
６
）

○
弘
魚
云
あ
ひ
う
ち
は
う
ち
あ
ひ
と
い
へ
り
詞
の
前
後
し
た
る
歟

・�

ふ
る
さ
と
の
み
か
さ
の
山
に
思
ひ
な
し
こ
よ
ひ
の
月
は
こ
ゝ
に
き
て
み
よ

（
巻
二
・
一
二
オ
６
）
…
ふ
る
さ
と
の
三
笠
の
山
に
思
ひ
な
し
今
宵
の
月
は
こ
こ
に

来
て
み
よ
（
一
四
一
・
６
）

○�

古
今

　
天
の
は
ら
ふ
り
さ
け
見
れ
は
か
す
か
な
る
三
笠
の
山
に
出
し
月
か
も

…
『
古
今
集
』
羇
旅
・
四
〇
六
・
安
倍
仲
麿
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る

三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
」

・�

お
も
ひ
か
け
す
に
は
か
な
る
も
し
ほ
の
け
ふ
り
の
く
ち
お
し
さ
を
（
巻
三
・

二
九
ウ
２
）
…
思
ひ
か
け
ず
に
は
か
な
る
藻
塩
の
け
ぶ
り
の
口
惜
し
さ
を

（
二
三
九
・
４
）

○�

古
今��

す
ま
の
あ
ま
の
塩
や
く
煙
風
を
い
た
み
思
は
ぬ
か
た
に
た
な
引
に
け

り
…
『
古
今
集
』
恋
歌
四
・
七
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
「
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
く
煙

風
を
い
た
み
思
は
ぬ
方
に
た
な
引
き
に
け
り
」

③
神
習
文
庫
本
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
に
存
す
る
上
欄
注
記
…
１
箇
所

・�

な
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
は
（
神

　
巻
三
・
三
九
オ
10
／
紅

　
巻
三
下
一
三

オ
６
）
…
泣
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
ば
（
二
五
三
・
12
）

○�

散
花
の
鳴
に
し
と
ま
る
物
な
ら
は
我
鶯
に
お
と
ら
ま
し
や
は
…
『
古
今
集
』

春
下
・
一
〇
七
・
典
侍
洽
子
朝
臣
「
散
る
花
の
鳴
く
に
し
と
ま
る
も
の
な
ら
ば
我
鶯

に
劣
ら
ま
し
や
は
」

⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
み
に
存
す
る
巻
四
の
上
欄
注
記
…
１
箇
所

・�

さ
そ
ふ
水
あ
ら
は
と
思
ぬ
へ
け
れ
と
（
上
三
五
ウ
３
）
…
「
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
」

と
思
ひ
ぬ
べ
け
れ
ど
（
三
二
八
・
10
）
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十
四

○�

古
今

　
侘
び
ぬ
れ
は
身
を
う
き
草
の
根
を
た
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
は
い
な
ん
と

そ
思
ふ
…
『
古
今
集
』
雑
下
・
九
三
八
・
小
野
小
町
「
侘
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の

根
を
絶
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
む
と
ぞ
思
ふ
」

　
傍
書
か
ら
も
、
中
西
文
庫
本
と
③
神
習
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
近

し
い
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
⑤
本
居
宣
長
記
念
館
本
の
巻
一
１
丁
表
７

〜
８
行
目
に「
十
日
のに

カ

◦＼
お日

カ

は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」と
あ
る
。
一
番
目
の
傍
書「
に

カ
」
は
、
本
文
「
十
日
の
」
は
「
十
日
に
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
と
あ
る
べ
き

か
と
疑
義
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
番
目
の
傍
書
「
日
カ
」
は
補
入
記
号
○

に
線
を
引
き
、
本
文
「
十
日
の
」
と
「
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
の
間
に
「
日
」

を
補
入
し
、
本
文
を
「
十
日
の
日
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
と
あ
る
べ
き
か
と
い

う
疑
義
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
に
カ
」「
日
カ
」
両
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

と
「
十
日
に
日
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
と
文
意
が
通
ら
な
く
な
る
が
、「
に
カ
」

案
・「
日
カ
」案
の
ど
ち
ら
か
に
従
え
ば
文
は
整
う
。
つ
ま
り
傍
書「
に
カ
」「
日

カ
」
は
、
本
文
は
「
十
日
に
お
は
し
ま
し
」
か
「
十
日
の
日
お
は
し
ま
し
」
で

は
な
い
か
、
と
い
う
二
種
類
の
意
見
を
提
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
箇
所
は
他
系
統
の
よ
う
に
「
十
日
に
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
と
あ
る
の

が
適
当
で
あ
ろ
う
。『
校
本
』
掲
載
の
写
真
で
確
認
す
る
限
り
、
同
箇
所
に
疑

義
を
示
し
た
り
補
入
記
号
を
付
す
写
本
は
、
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
だ
け
で
あ

る
。『
校
本
』
で
は
②
松
乃
や
旧
蔵
本
だ
け
は
「
十
日
に
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」

と
あ
る
が
、『
校
本
』
冒
頭
の
写
真
で
は
②
松
乃
や
旧
蔵
本
も
「
十
日
のに

カ

◦＼
お日

カ

は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
と
あ
る
。

　
①
静
嘉
堂
文
庫
本
・
⑥
本
居
文
庫
本
は
、
⑤
本
居
宣
長
記
念
館
本
と
同
じ
く

「
十
日
のに

カ

◦＼
お日

カ

は
し
ま
し
つ
き
ぬ
」
で
あ
る
。
中
西
文
庫
本
の
同
箇
所
、巻
一
・

５
〜
６
行
目
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
し
て
も
ろ
こ
し
の
う
む
れ
い
と
い
ふ
所
に
七
月
上
の
十
日
の
△
日
歟

　
　
お
は
し
ま
し
つ
き
ぬ
そ
こ
を
た
ち
て
か
う
し
う
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

中
西
文
庫
本
に
は
「
に
カ
」
の
書
入
が
な
い
。「
十
日
の
」
で
行
が
終
わ
り
、

そ
の
下
欄
に
小
さ
く
「
△
日
歟
」
と
書
入
が
あ
り
、
次
行
か
ら
「
お
は
し
ま
し

つ
き
ぬ
」
と
続
く
こ
の
あ
り
よ
う
は
、
③
神
習
文
庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本

も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
は
書
入
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
体
系
化
が
可
能
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
本
居
学
派
に
よ
る
書
写
本
で
も
、
Ｄ
類
／
乙
類
第
三
種
本
に
属
し
な
い
本
が

あ
る
。
Ｆ
類
／
乙
類
第
一
種
本
の
、
天
理
図
書
館
蔵
百
井
為
衡
筆
本
で
あ
る
。

宣
長
の
奥
書
は
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
書
写
奥
書
が
あ
る
。

　
濱
松
中
納
言
物
語
四
巻
本
居
宣
長
校
合
之
本
借
ゑ
て
写
之

�

天
保
七
年
七
月
廿
日

　
　
　
百
井
為
）
（（
（

衡

『
国
学
者
伝
記
集
成
』
春
庭
年
譜
に
よ
る
と
、
百
井
為
衡
（
生
没
年
不
明
）
は
遠

州
相
良
の
一
橋
家
家
臣
で
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
春
庭
門
人
に
な
っ
て

い
る
。
百
井
為
衡
筆
本
に
も
上
欄
注
記
が
あ
る
が
、
中
西
文
庫
本
・
③
神
習
文

庫
本
・
⑦
紅
梅
文
庫
の
上
欄
注
記
と
は
一
致
し
な
い
。

　
百
井
為
衡
筆
本
以
外
の
Ｆ
類
／
乙
類
第
一
種
本
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
清
水

浜
臣
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。
百
井
為
衡
が
見
た
の
は
⑤
本
居
宣
長
記
念
館
本
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十
五

の
転
写
本
と
他
本
を
校
合
し
た
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
校
合
に
よ
っ
て
他
類

の
本
文
が
混
じ
り
合
い
、
そ
の
結
果
、
本
文
が
複
雑
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
浜
松
中
納
言
物
語
』
伝
本
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
松
尾
聰
氏
・
池
田

利
夫
氏
に
よ
っ
て
分
類
方
法
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
祖
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
も
、
や
は
り
池
田
氏
に
よ
っ
て
鶴
見
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
（
巻
二
の

み
の
零
本
）
が
九
条
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
祖
形
に
近
い

本
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。『
浜
松
中
納
言
物
語
』
本
文
の
分
類
は
既
に
松
尾

氏
・
池
田
氏
に
よ
っ
て
尽
き
て
い
る
が
、
享
受
や
本
文
生
成
に
つ
い
て
は
、
詳

し
い
検
討
が
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
新
出
本
の
調
査
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
諸
本
間
の
関
係
に
も
目
を
配
っ
て
こ
ら

れ
た
須
田
哲
夫
氏
）
（（
（

は
、
書
入
の
翻
刻
と
整
理
の
必
要
性
を
度
々
述
べ
て
こ
ら
れ

た
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
確
か
に
書
入
か
ら
様
々
な
情
報
が
得
ら

れ
る
。
引
き
続
き
各
系
統
・
各
諸
本
の
関
係
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
書

入
に
注
目
し
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
書
物
の
情
報
流
通
を
巡
る
環
境
の

変
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
享
受
及
び
本
文
生
成
の

様
相
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注（
１�

）「
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
詳
細
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｄ

3000000651

に
よ
る
。http://crd.ndl.go.jp/GEN

ERA
L/servlet/

detail.collection?id=3000000651

（
２�

）
加
納
諸
平
（
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
〜
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）
は
紀
州

潘
士
で
本
居
大
平
の
門
人
。物
語
研
究
の
著
作
に『
竹
取
物
語
考
』が
あ
る
。

書
簡
中
の
「
美
隆
主
」
は
河
内
出
身
の
岩
崎
美
隆
（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉

〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉）
で
、
著
作
に
『
枕
草
子
考
』
が
あ
る
。
な
お
、

亀
井
森
氏
は
中
西
文
庫
所
蔵
『
枕
草
子
』
や
加
納
諸
平
・
岩
崎
美
隆
の
書

簡
の
調
査
を
基
に
、第
19
回
古
典
研
究
会
（
平
21
・
11

　
於
福
岡
大
学
）
で
「
近

世
後
期
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
研
究
の
一
齣
」
を
口
頭
発
表
さ
れ
た
。
中

西
家
の
活
動
を
調
査
す
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

（
３�

）
例
え
ば
、
写
本
六
点
の
中
に
は
春
門
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聞

書
し
た
重
孝
筆
の
『
桐
壺
聞
書
正
月
念
三
日
開
講
』
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
書

簡
類
に
該
本
や
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
触
れ
た
箇
所
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。

（
４�

）「
浜
松
中
納
言
物
語
伝
本
考
─
本
文
批
評
の
方
法
の
実
例
を
示
す
た
め
の

─
」（『
学
習
院
大
学
研
究
年
報
』
第
１
号

　
昭
29
・
12
）。

（
５
）
二
玄
社

　
昭
39
。

（
６�

）「
浜
松
中
納
言
物
語
伝
本
系
統
試
論
」（『
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
』
第
10
号
昭

42
・
12
）。
後
に
『
更
科
日
記
浜
松
中
納
言
物
語
攷
』（
武
蔵
野
書
院

　
平
１
）

所
収
。

（
７�

）
須
田
哲
夫
氏
・
南
昇
氏
・
佐
々
木
新
太
郎
氏
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
１
・

２
　
岡
山
大
学
図
書
館
所
蔵
小
野
文
庫
本『
浜
松
中
納
言
物
語
』に
つ
い
て
」

（『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
第
32
号

　
平
６
・
３
、
第
33
号

　
平
７
・
３
）、
須
田
哲

夫
氏
・
佐
々
木
新
太
郎
氏
・
小
野
威
氏
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
３
・
４

　
茨

城
大
学
図
書
館
所
蔵
菅
文
庫
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
」（
同
第
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十
五

の
転
写
本
と
他
本
を
校
合
し
た
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
校
合
に
よ
っ
て
他
類

の
本
文
が
混
じ
り
合
い
、
そ
の
結
果
、
本
文
が
複
雑
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　『
浜
松
中
納
言
物
語
』
伝
本
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
松
尾
聰
氏
・
池
田

利
夫
氏
に
よ
っ
て
分
類
方
法
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
祖
本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
も
、
や
は
り
池
田
氏
に
よ
っ
て
鶴
見
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
（
巻
二
の

み
の
零
本
）
が
九
条
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
中
で
最
も
祖
形
に
近
い

本
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
）
（（
（

。『
浜
松
中
納
言
物
語
』
本
文
の
分
類
は
既
に
松
尾

氏
・
池
田
氏
に
よ
っ
て
尽
き
て
い
る
が
、
享
受
や
本
文
生
成
に
つ
い
て
は
、
詳

し
い
検
討
が
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
新
出
本
の
調
査
を
積
み
重
ね
つ
つ
、
諸
本
間
の
関
係
に
も
目
を
配
っ
て
こ
ら

れ
た
須
田
哲
夫
氏
）
（（
（

は
、
書
入
の
翻
刻
と
整
理
の
必
要
性
を
度
々
述
べ
て
こ
ら
れ

た
が
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
確
か
に
書
入
か
ら
様
々
な
情
報
が
得
ら

れ
る
。
引
き
続
き
各
系
統
・
各
諸
本
の
関
係
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
書

入
に
注
目
し
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
書
物
の
情
報
流
通
を
巡
る
環
境
の

変
化
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
享
受
及
び
本
文
生
成
の

様
相
の
解
明
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注（
１�

）「
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
詳
細
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｄ

3000000651

に
よ
る
。http://crd.ndl.go.jp/GEN

ERA
L/servlet/

detail.collection?id=3000000651

（
２�

）
加
納
諸
平
（
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
〜
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）
は
紀
州

潘
士
で
本
居
大
平
の
門
人
。物
語
研
究
の
著
作
に『
竹
取
物
語
考
』が
あ
る
。

書
簡
中
の
「
美
隆
主
」
は
河
内
出
身
の
岩
崎
美
隆
（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉

〜
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉）
で
、
著
作
に
『
枕
草
子
考
』
が
あ
る
。
な
お
、

亀
井
森
氏
は
中
西
文
庫
所
蔵
『
枕
草
子
』
や
加
納
諸
平
・
岩
崎
美
隆
の
書

簡
の
調
査
を
基
に
、第
19
回
古
典
研
究
会
（
平
21
・
11

　
於
福
岡
大
学
）
で
「
近

世
後
期
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
研
究
の
一
齣
」
を
口
頭
発
表
さ
れ
た
。
中

西
家
の
活
動
を
調
査
す
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

（
３�

）
例
え
ば
、
写
本
六
点
の
中
に
は
春
門
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
講
釈
を
聞

書
し
た
重
孝
筆
の
『
桐
壺
聞
書
正
月
念
三
日
開
講
』
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
書

簡
類
に
該
本
や
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
触
れ
た
箇
所
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。

（
４�

）「
浜
松
中
納
言
物
語
伝
本
考
─
本
文
批
評
の
方
法
の
実
例
を
示
す
た
め
の

─
」（『
学
習
院
大
学
研
究
年
報
』
第
１
号

　
昭
29
・
12
）。

（
５
）
二
玄
社

　
昭
39
。

（
６�

）「
浜
松
中
納
言
物
語
伝
本
系
統
試
論
」（『
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
』
第
10
号
昭

42
・
12
）。
後
に
『
更
科
日
記
浜
松
中
納
言
物
語
攷
』（
武
蔵
野
書
院

　
平
１
）

所
収
。

（
７�

）
須
田
哲
夫
氏
・
南
昇
氏
・
佐
々
木
新
太
郎
氏
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
１
・

２
　
岡
山
大
学
図
書
館
所
蔵
小
野
文
庫
本『
浜
松
中
納
言
物
語
』に
つ
い
て
」

（『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
第
32
号

　
平
６
・
３
、
第
33
号

　
平
７
・
３
）、
須
田
哲

夫
氏
・
佐
々
木
新
太
郎
氏
・
小
野
威
氏
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
３
・
４

　
茨

城
大
学
図
書
館
所
蔵
菅
文
庫
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
」（
同
第
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34
号

　
平
８
・
３
、
第
35
号

　
平
９
・
３
）、
須
田
哲
夫
氏
・
佐
々
木
新
太
郎
氏
・

高
村
春
美
氏
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
５
・６

　
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

佐
野
文
庫
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
」（
同
第
36
号

　
平
10
・
３
、

第
37
号

　
平
11
・
３
）。

（
８�

）『
書
誌
学
』
昭
12
・
１
。
後
に
『
平
安
時
代
物
語
論
考
』（
笠
間
書
院

　
昭

43
）
所
収
。

（
９
）
新
註
国
文
学
叢
書
の
解
説
。

（
10�

）
注
（
７
）
の
「
未
紹
介
本
調
査
報
告
１

　
岡
山
大
学
図
書
館
所
蔵
小
野

文
庫
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
つ
い
て
」（『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
第
32

号
　
平
６
・
３
）。

（
11�

）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電
子
複
写
に
よ
れ
ば
、

外
題
は
題
簽
に
宣
長
自
筆
で
「
濱
松
中
納
言
物
語
一
」「
は
ま
ま
つ
の
中
納

言
物
語
二
」「
は
ま
松
中
納
言
物
語
三
」「
浜
松
中
納
言
物
語
四
」
と
あ
る
。

（
12�

）「
浜
松
中
納
言
物
語

　
語
彙
・
語
句
研
究
の
初
期
─
「
目
録
」「
類
標
」

を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
平
安
末
期
物
語
攷
』　
勉
誠
社

　
平
９
。
後
に
『
浜
松
中
納

言
物
語
論
考
』
和
泉
書
院

　
平
18

　
所
収
）。

（
13�

）
紙
数
の
都
合
で
詳
細
は
省
く
が
、
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。
な
お
、
与

清
献
上
の
『
浜
松
中
納
言
物
語
目
録
』
は
太
平
洋
戦
争
で
焼
失
し
た
。
調

査
に
用
い
た
の
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
転
写
本
で
あ
る
。
東
京
大
学
も

転
写
本
を
所
蔵
し
て
い
た
が
、
関
東
大
震
災
で
灰
燼
に
帰
し
た
。

（
14�

）
松
本
智
子
氏
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
松
屋
蔵
書
目
録
』
翻
刻
」（『
早

稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
57
号

　
平
22
・
３
）
に
よ
る
。

（
15�

）「
新
資
料
の
紹
介
」（『
国
文
学
論
究
』
第
４
号

　
昭
12
・
２
）。
広
島
大
学
医

角
筆
資
料
研
究
室
の
小
林
芳
規
氏
編
「
角
筆
文
献
目
録
」http://hom

e.

hiroshim
a-u.ac.jp/kakuhitu/m

okuroku.htm
l

所
載
の
一
八
八
六
番
松

本
市
中
央
図
書
館
蔵『
皇
朝
史
略
』（
文
政
九
年（
一
八
二
六
）板
）
に
も
印「
有

明
里
御
民
春
廼
屋
」「
春
廼
屋
」「
ま
つ
を
か
の
し
る
し
」
が
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
同
印
が
押
さ
れ
た
蔵
書
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

他
日
、
調
査
を
行
い
た
い
。

（
16�

）
な
お
、
宣
長
の
「
学
業
日
録
」
安
永
十
年
の
条
に
『
濱
松
中
納
言
物
語
』

と
記
載
が
あ
り
、
宣
長
没
後
七
年
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
編
ま
れ
た

「
鈴
屋
蔵
書
目
」
や
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
以
後
の
編
「
鈴
屋
蔵
書
目
録
」

に
も
「
濱
松
中
納
言
物
語

　
四
」
と
あ
る
。

（
17�

）
引
用
は
『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房

　
昭
62
）
に
よ
る
。
後
に
引
用
す

る
『
石
上
助
識
篇
』
も
同
じ
。

（
18�

）「
物
語
た
ち
の
失
敗
」（『
日
本
文
学
』
第
52
巻
10
号

　
平
15
・
10
）。
他
に
も

「
物
語
た
ち
の
近
世
」（『
魚
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
第
11
号

　
平
８
・
３
）・「
物
語

た
ち
の
分
類
学
」（『
江
戸
文
学
』
第
22
号

　
平
13
・
２
）
も
参
考
に
し
た
。

（
19�

）
宣
長
と
門
人
に
よ
る
物
語
書
写
に
つ
い
て
は
西
本
寮
子
氏
「『
と
り
か
へ

は
や
』
蓬
莱
氏
本
系
統
の
伝
本
を
め
ぐ
る
考
察
─
本
居
宣
長
の
奥
書
を
起

点
と
し
て
─
」（『
国
文
学
攷
』
第
178
号

　
平
15
・
６
）
に
詳
し
い
。

（
20�
）「
浜
松
中
納
言
物
語
研
究
の
初
期
─
宣
長
・
春
村
の
業
績
─
」（『
古
代
文

学
研
究
』
第
４
号

　
昭
54
・
８
）。
後
に
『
浜
松
中
納
言
物
語
の
研
究
』（
大
学

堂
書
店

　
昭
58
）、『
浜
松
中
納
言
物
語
論
考
』（
和
泉
書
院

　
平
18
）
所
収
。
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十
七

（
21
）
注
（
19
）
論
文
に
よ
る
。

（
22�

）『
和
漢
朗
詠
集
』
と
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
私
に

表
記
を
改
め
た
。

（
23
）
引
用
は
岩
波
書
店
中
国
詩
人
選
集
に
よ
る
。

（
24
）
引
用
・
頁
数
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
25
）
引
用
・
頁
数
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
26�

）
ち
な
み
に
川
島
絹
江
氏
「『
浜
松
中
納
言
物
語
』
書
誌
報
告
二
種
─
勧
修

寺
家
本
及
び
浅
野
家
本
に
つ
い
て
─
」（『
研
究
と
資
料
』
第
39
号

　
平
10
）
に

よ
れ
ば
、
浅
野
家
本
は
題
簽
を
改
竄
さ
れ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影

さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
27�

）引
用
は
天
理
大
学
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電
子
複
写
に
よ
る
。

こ
の
書
写
奥
書
は
『
校
本
』
に
翻
刻
の
記
載
が
あ
る
が
、「
百
井
為
卿
」
と

し
、「
伝
に
つ
い
て
は
未
詳
」
と
あ
る
。

（
28�

）「
祖
形
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
写
し
手
は
誰
─
『
と
り
か
へ
ば
や
』

と『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』と
─
」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』第
38
号

　
平
13
・
３
）。

こ
れ
を
ふ
ま
え
た
石
澤
一
志
氏
「
九
条
家
旧
蔵
本
『
歌
合
集
』
に
つ
い
て

─
池
田
利
夫
氏
「
粗
形
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
筆
者
は
誰
」
続
貂
─
」

（『
国
文
鶴
見
』
第
36
号

　
平
14
・
３
）
が
あ
る
。

（
29
）
注
（
７
）
論
文
。

付
記

　
折
に
触
れ
て
御
教
示
い
た
だ
き
、
励
ま
し
の
御
言
葉
も
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

本
居
宣
長
記
念
館
と
、
電
子
複
写
へ
の
私
の
要
望
に
対
し
て
快
く
対
応
し
て
く

だ
さ
っ
た
無
窮
会
関
係
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
21
）
注
（
19
）
論
文
に
よ
る
。

（
22�
）『
和
漢
朗
詠
集
』
と
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
私
に

表
記
を
改
め
た
。

（
23
）
引
用
は
岩
波
書
店
中
国
詩
人
選
集
に
よ
る
。

（
24
）
引
用
・
頁
数
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
25
）
引
用
・
頁
数
は
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
26�

）
ち
な
み
に
川
島
絹
江
氏
「『
浜
松
中
納
言
物
語
』
書
誌
報
告
二
種
─
勧
修

寺
家
本
及
び
浅
野
家
本
に
つ
い
て
─
」（『
研
究
と
資
料
』
第
39
号

　
平
10
）
に

よ
れ
ば
、
浅
野
家
本
は
題
簽
を
改
竄
さ
れ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影

さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
27�

）引
用
は
天
理
大
学
図
書
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
電
子
複
写
に
よ
る
。

こ
の
書
写
奥
書
は
『
校
本
』
に
翻
刻
の
記
載
が
あ
る
が
、「
百
井
為
卿
」
と

し
、「
伝
に
つ
い
て
は
未
詳
」
と
あ
る
。

（
28�

）「
祖
形
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
写
し
手
は
誰
─
『
と
り
か
へ
ば
や
』

と『
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
』と
─
」（『
鶴
見
大
学
紀
要
』第
38
号

　
平
13
・
３
）。

こ
れ
を
ふ
ま
え
た
石
澤
一
志
氏
「
九
条
家
旧
蔵
本
『
歌
合
集
』
に
つ
い
て

─
池
田
利
夫
氏
「
粗
形
本
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
筆
者
は
誰
」
続
貂
─
」

（『
国
文
鶴
見
』
第
36
号

　
平
14
・
３
）
が
あ
る
。

（
29
）
注
（
７
）
論
文
。

付
記

　
折
に
触
れ
て
御
教
示
い
た
だ
き
、
励
ま
し
の
御
言
葉
も
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

本
居
宣
長
記
念
館
と
、
電
子
複
写
へ
の
私
の
要
望
に
対
し
て
快
く
対
応
し
て
く

だ
さ
っ
た
無
窮
会
関
係
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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A Study on Hamamatsu Chunagon Monogatari in 
the Nakanishi Collection of

the Osaka Prefectural Nakanoshima Library

Shoko AKASAKO

 This study examines the history of Hamamatsu Chunagon Monogatari in the Nakanishi Collec-

tion of the Osaka Prefectural Nakanoshima Library.

 The Hamamatsu Chunagon Monogatari in the Nakanishi Collection (hereinafter referred to as 

“Nakanishi Book”) has a title: Hamamatsu Chunagondono Monogatari. It was known that Motoori Nori-

naga (1730-1801) transcribed Hamamatsu Chunagon Monogatari (hereafter referred to as “Monogatari”) 

under the title Hamamatsu Chunagondono Monogatari, and thereafter, a number of his disciples actively 

transcribed Motoori Norinaga’s transcription. The text in the Nakanishi Book has the same characteristics 

as Motoori Norinaga’s original transcription; therefore, I deduce that the Nakanishi Book was one of the 

transcriptions from the Motoori Norinaga’s original transcription.

 A small note written by Ajiro Hirona (1787-1817) was found in the Nakanishi Book. The same 

note was also found in the Monogatari’s other transcriptions: one in the Koubai Collection at the Archives 

and Mausolea Department of the Imperial Household Agency and the other in the Kannari Collection at 

the Mukyu-kai Library. By investigating these texts I conclude that these three transcriptions were related 

very closely. 
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